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▲1歳6か月児健康診査

まどころのこもった
バランスのとれた

手づくり料理でZ食事が大切
食生活改善推進貝

と も こ

柿原外茂子さん(肥前町）

市報
猛入してきて，

たかはぎ
､を食べている

市と牛乳，副菜と

ｽのとれた食事

約7年前に岡山県から転入してきて，

高萩ではたくさんつけものを食べている

な， と感じました。

うちでは，朝食はパンと牛乳，副菜と

決めていますが，バランスのとれた食事

が一番大切なことですね。

週に1， 2回，市民体育館で， リズム
か かけ/L

体操や中国の花架拳体操を習っています。

ー

4局目，覗乖鵬･蕊

一
年
に
一
度
、
定
期
健
康
診

査
と
し
て
人
間
ド
ヅ
ク
に
入
っ

て
い
ま
す
。

食
事
は
で
き
る
だ
け
、
野
菜

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
自
家

製
の
野
菜
で
す
ね
。

二
、
三
年
前
か
ら
健
康
の
た

め
に
、
楽
し
み
な
が
ら
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
誼
っ

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

↑
よ
‘
し
よ
、
っ

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
這
う 市

民
憲
章

＃

#リ
二

自家製の野菜を

たくさん食べています
生活改善グループ

長久保昭子さん(赤浜）

高萩の動物一④

お知らせコーナー

この道， この夢

夢と希望に満ちた県北の拠点

都市に（平成元年度施政方針

と予算）

6～11 14…･”

20～21

22.…･

主なもくじ
表紙～5…(特集）成人病の予防
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日常生活が

翁と⑳別れ道八

蕊鐵蕊蕊鑑難舞鶴燕独燕

蕊蕊

蕊

〃
健
康
は
最
大
の
宝
〃
と
い
わ

れ
な
が
ら
、
病
気
に
な
っ
て
は
じ

め
て
〃
健
康
〃
の
あ
り
が
た
さ
を

知
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

高
萩
市
で
は
、
平
成
元
年
度
に

健
康
の
増
進
、
病
気
の
予
防
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
め

た
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と

が
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で
決
ま

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
〃
健
康
〃

と
く
に
、
成
人
病
の
予
防
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ー

▲石滝公民館で行われた石滝老人クラブの健康教室

園
3大成人病（がん，心

臓病，脳卒中）による

死亡が全死亡の62.3％

全死亡の中の3大成人病の占める割合

"｜ず亙鴛…亡“

、

ノ

（
注
意
し

成
人
病
は
、
中
年
以
降
に
発
病
す
る

こ
と
の
多
い
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
、
高
脂
血
症
、
が
ん
、

糖
尿
病
な
ど
の
総
称
で
、
お
そ
か
れ
早

か
れ
年
齢
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
だ
れ

で
も
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
三
大
成
人
病
と
い
わ
れ
る
が

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
、

二
ペ
ー
ジ
の
図
一
の
と
お
り
、
六
二
・
、

三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

病
気
に
か
か
り
や
す
い
遺
伝
的
な
体

質
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
と
き
か
ら
の

食
習
慣
や
運
動
習
慣
な
ど
の
日
常
生
活

の
あ
り
方
が
、
病
気
に
な
る
か
な
ら
な

い
か
の
別
れ
道
に
な
り
ま
す
。

人
生
八
○
年
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

成
人
病
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
は
、
だ

れ
に
も
欠
か
せ
な
い
重
さ
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

予
防
で
き
る
成
人
病

’

年２柵
そ
こ
で
、
衛
生
課
で
同
じ
よ
う
に
市

昭

内
の
三
大
成
人
病
の
過
去
六
年
間
の
死

亡
の
推
移
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
（
図
二
）

計識
市
内
の
特
徴
は
、
脳
卒
中
が
第
二
位

働
と
な
り
、
比
較
的
高
い
割
合
を
示
し
て

人郷
い
ま
す
。

生厚
脳
卒
中
は
、
脳
の
中
の
血
管
が
破
れ

柚鮫
た
り
、
詰
っ
た
り
し
て
起
こ
る
急
性
の

市内の3大成人病,過去6年間の死亡の推移

（
）

(図2）40

70

がん

脳卒中

心臓病

30

20脳
卒
中
が
第
二
位

10

(資料：衛生課）

I

死亡， （ ）死亡割合％

〃

I

57年 58年 59年 60年 61年 62年

死亡者数215人 221人 199人 223人 224人227人

こ
・
う
そ
く

血
行
障
害
で
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
く

も
膜
下
出
血
な
ど
が
あ
り
、
重
症
の
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
死
亡
し
た
り
、
体
が

不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
病
気
は
、
日
ご
ろ
の

注
意
と
予
防
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

町
名
別
三
大
成
人
病調
べ

さ
ら
に
も
う
少
し
、
そ
の
内
容
を
詳

し
く
み
る
た
め
に
、
市
内
の
町
名
別
に

人
口
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
人

口
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
人
口
、
過

去
五
年
間
の
三
大
成
人
病
の
死
亡
を
三

ペ
ー
ジ
、
図
三
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た▲1歳児健康診査

巳



町名別3大成人病調べ
(図3）

で
は
ど
う
す
れ
ば
、
脳
卒
中
な
ど
の

成
人
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
の
予
防
に
つ
い
て
、
高
萩
保
健
所

の
堀
所
長
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

あなた もできる成人病予防に
"W "W人口 脳卒中 心臓病が人が人
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岬
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］
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３
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｜
帥

蛆
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食
生
活
と
運
動
、
休
養
の
正
し
い
取

り
方
が
ポ
ィ
ン
ト
ー
こ
れ
を
第
一
次

予
防
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
集
団
検
診
な
ど
を
第
二
次

予
防
と
呼
び
ま
す
。
（
上
の
イ
ラ
ス
ト
）

食
生
活
（
栄
養
）

○
減
塩
食
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６ 高萩保健所所長

堀 剛治郎
さん

赤浜

若栗

叩
一
Ｗ

鮒
一
四四

３
’
０
’
２

マ

一
別
一
蛆

１
’
４

１

３
’
１

ｌ

１
ｌ
０

上君田

下君田

中戸川

大能

423

醜
一
畑

２
’
１

3

45 ６
’
１

１

３

Ｏ

３
ｌ
２

０

食
生
活
に
つ
い
て
も
、
左

ト
の
と
お
り
、
六
つ
の
基
礎 千年

厚
生
省
で
は
、
食
塩
の
摂
取
量
を
一

日
成
人
で
十
ｇ
以
内
と
い
う
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
の

塩
分
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
が
、

全
国
平
均
十
二
・
一
ｇ

関
東
Ⅱ
（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
山

梨
・
長
野
県
）
十
三
・
三
ｇ

茨
城
県
十
二
・
三
ｇ

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
成
人
病
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
元
と
も
い
わ
れ
、

市
民
ぐ
る
み
で
減
塩
食
を
徹
底
す
れ
ば
、

か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
腹
八
分

羽
一
Ｗ

０
’
０
’
０
｜
開

恥
一
叩横川 199

福平 33

計 35,477

５

０

郷 258

６
’
１
｜
犯 27

9玩引 1 194
昭和58年~昭和62年

の5年間の死者数鯉灘M蝋､ 昭和631

の
イ
ラ
ス

(ただし，脳卒中は住所不明3人あり｡） （資料：市民課， 衛生課）
食
品
の
な

バランスのよい食事は
健康の源泉
成人病は，一*1.食源病"ともいわれるほど，

食事と深く関係しています~・栄養が偏ると糖

尿柄(柵代謝異常)，高脂血症(脂質代謝異常･)，

高血112(塩分過乗'1)などが発生しやすくなります。

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
守
る
た
め
に
、

ま
ど
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
の
料

理
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

で
き
あ
い
の
市
販
の
も
の
に
は
、
添

加
物
が
入
っ
て
い
た
り
塩
分
が
多
い
た

め
で
す
。

運
動
昔
は
、
家
事
に
し
て
も
、
通
勤
・
通

学
に
し
て
も
、
電
気
製
品
や
交
通
手
段

が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
日
常

生
活
の
な
か
で
、
十
分
体
を
使
っ
て
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
運
動
不
足
に
陥

か
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
片
寄
ら
な

い
よ
う
に
、
一
日
三
十
種
類
の
食
品
を

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

っ
て
い
士
一
十
，
ｎ

ｰ

I

1

…

6つの基礎食品

I師譲与難瀬野“

種
ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
も
運
動
不
足
に

よ
る
も
の
で
、
運
動
に
よ
っ
て
あ
る
程

度
予
防
で
き
ま
す
６

健
康
と
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
内
臓

的
な
疾
患
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
が
犬
切
で
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
に
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

休
養
休
養
の
取
り
方
に
は
、
こ
れ
と
い
っ

た
基
準
が
な
い
た
め
、
む
ず
か
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
週
休
二
日
制
の
導
入

や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な
ど
、
体
の
健
康

の
た
め
に
は
、
と
て
も
大
切
な
部
分
で

す
。
働
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
健

康
は
自
分
自
身
で
守
る
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。’

1g系統の違う食品を1日30種

類を目標に。

、
動欠食をせず1日3食， ゆっ
くり食べて腹8分目。

（
四
ペ
ー
ジ
に
続
〃
、
） ’
曰

‘簿霞鰯｛“霊.息漂

蟹



「
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で
守
る
し
か

な
い
と
い
わ
れ
る
健
康
、
と
く
に
、
成

人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

積
極
的
に
集
団
検
診
な
ど
を
受
け
て
欲

し
い
で
す
ね
四
と
市
の
保
健
婦
Ｉ
。

再
び
、
衛
生
課
で
市
内
の
一
般
健
康

診
査
の
過
去
五
年
間
の
受
診
状
況
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
四
ペ
ー
ジ
の
図
四
の
と

お
り
、
受
診
率
も
昭
和
六
十
二
年
で
、

四
二
・
七
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
病
気
の
予
防
Ｉ
健
康

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
か
た
が

少
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
一
般
健
康
診
査
を
受
診
し
た

三
、
七
三
八
人
の
う
ち
、
異
常
な
し
の

結
果
が
出
た
人
は
、
一
、
三
五
四
人
、

集団検診などの■
第2次予防

｜
般
健
康
診
査

（
四
十
歳
以
上
）
の

受
診
状
況
と
結
果

圃一ふふ

三
六
，
二
％
と
低
く
な
っ
て
お
り
、
日
》

ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
の
大
切
さ
を
示
垂》

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
（
図
五
）

さ
ら
に
、
精
密
診
査
で
は
、
二
四
七
》唾

人
が
受
診
さ
れ
、
図
六
の
よ
う
な
結
果
垂》

と
な
っ
て
い
ま
す
。

唾

健
康
診
査

壷》

と
相
談

渉

市
で
は
、
平
成
一
兀
年
度
の
健
康
診
査
雷

や
相
談
な
ど
を
、
図
七
の
日
程
で
実
施
》唾

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
会
を
利
用
し
て
、
も
つ
一

と
も
っ
と
積
極
的
に
健
康
診
査
や
相
談
》

を
進
ん
で
受
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
壷

現
在
実
施
し
て
い
る
健
康
相
談
や
健
磨唾

康
教
育
、
食
生
活
の
改
善
、
予
防
接
種
ふ

乳
幼
児
健
康
診
査
、
成
人
病
等
の
各
種
》

準
康
峰
罐
鍔
池
辨
腱
稲
鋤
郵
蝿
燕
蛙
韓
》

に
、
中
央
公
民
館
前
に
建
設
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
み
て
き
た
と
お
り
、
第
一

次
予
防
（
栄
養
、
運
動
、
休
養
）
や
第

二
次
予
防
二
般
健
康
診
査
等
）
、
あ
た
一

た
か
み
の
あ
る
家
庭
の
延
長
と
も
い
え
・

る
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
Ｉ
保
健
一

セ
ン
タ
ー
を
市
民
ぐ
る
み
で
活
用
し
て
、
ゞ

自
分
の
健
康
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
一

切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
が
、
健
康
で
明
る
く
、
豊
一

か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
）

一般健康診査受診状況(40歳以上） ／

結核・肺がんと一般健康診査

対象者 7 月 8 月

※結核健診 行人塚② ’日 ’下君田＠.若栗②.仙道坂
15歳以上の住民24日 1下手綱② 2日 i上君田④、 大能④
事業"r,学校，保 3日 中戸川②～和野⑬
健所．病院等で受 4日 肥前町②、高浜住宅⑬

けたか"除く。 ’5日樫鬮魯 ア日 高 萩 保 健 所
※一般健診 8日 ｜勤労青少年ホーム

‘0歳以上の住民26日 |識園 ，日 '有明町集会所事業所等で受けた 10日 花貫亀.石滝市営②､石滝②

’赤浜田園⑳11日 秋山⑦､秋山中②･坂東塚⑮かたは除く。

※肺がん検診 27日 ｜高戸② 24B I島名多目的⑥.山手②
結核健診写真を用 小島団地霞25日 ｜駒木原集会所
v,, lilJが/W〕検診 大金田⑳ 28日 I秋山小学校体育館
の読影も同時に行28日 ｜横川⑳ 29日 1市民センタ ー
っております。 i f学, , , ,承、 、司丙 ！＝ま← ÷－ ，1－ △一

行人塚②

24日 1下手綱②

4日 肥前町②．高浜住宅⑮
7日 高 萩 保 健 所25日 |控:塵

9日 ｜有明町集会所

10日 花貫亀･石滝市営②.石滝②26日鮎:塵
赤浜田園⑳

高戸②

小島団地霞

27日

28日 I秋山小学校体育館
29日 1市民センタ 一

31日 ｜高萩文化会館

大金田⑳

横川⑳

横川⑬

28日

（図4）

対象者

（人）

9,000

8,000

7,000

6,000

5，000

4,000

3,000

2,000

1-000

平
成
元
年
度
の

主
な
健
康
診
査
と
相
談
日
程

１

Ｆ
上
Ｌ
八
〕
）

１
戸
へ
〕

１
４
‐
〃
Ｊ
１
、

、
Ｒ
ｕ

4,849人 5,098 5,098

受診者

]［
I

61年| |｛{和 58年 59年 60年 62年

(図5

、

（
）

65歳以上の一般健康診査

対象者 ’ 8 月 | 9 月
島名・秋山・高萩・高戸・

赤浜・下手綱・上手綱・望

海・福平

19日
（
J

22日

一般65歳以上の人
（4月1日現在）

本町・春日町・大和町・東

本町・有明町・肥前町・高

浜町・安良川・石滝

卜君田・下君田

26日

1

29日

8日

)病・医院で受け

ます。

｜日高岡地区

○医師とともに出

向きます。
、

(図7） 能・中戸川・田

川

29日 1若 栗 拙
一
配

｜ 子宮がん集団検診
里
員 集団検診

(FI6

18日～19日｜秋山小学校I 病･医院で受けられる検診もあﾚﾉます。

／
一
、

乳がん施設検診 1 ｜ 肺がん（たん）検診 I

ノ

病･ 医院で受けられる検診

随時，衛生課で受け付けています。

健康相談

毎週月曜日会場:市民ｾﾝﾀｰ
受付時間午後1時～3時

※8月14日，祝日は除きます。

※詳しくは，衛生課へ

念23－21 1 1内線363， 364

4

対象者

一般満30歳以上

受付期間

5月8日～12日

6 月

文
化
会
館

唾
調
一
狸
羽
一
個

19日～｜文
20日｜化
'今

22日寵

対象者 7 月

満30歳以上の住民

受付

午前
但し，

7時30分

日は

午前7時～8時30分

受付： 6月12日～17日

3日～8日1

10日～15日｜市役所

※17日 I

対象者

40歳以上の住民

喫煙年数20年

1日20本以上の人
自覚症状のある人

月 日

受付期間：1月22日～26日

検診説明会(文化会館)2月16日

検体受付：2月19日～21日



劉
灘
“
〆
鳶
鶴
高
樋

医
師
会
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
予
防
接
種
や
健
康
教
育
、
検

診
業
務
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
、
予
防
、
と
く
に
健
康
の
推
進

に
力
を
注
い
で
い
る
か
ら
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う

自
覚
を
も
っ
て
、
一
般
健
康
診
査
な
ど

を
も
っ
と
積
極
的
に
受
け
て
、
予
防
に

努
め
て
欲
し
い
で
す
ね
。

健
康
で
暮
ら
し
、
健
や
か
に
老
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
望
ん
で
い

る
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
、
人
を
頼
り
に

し
て
生
活
し
て
い
る
と
、
お
年
寄
り
は

ボ
ケ
た
り
、
ね
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
ね
。

頭
を
使
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り

し
て
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。成
人
病
の
下
地
は
、
子
ど
も
の
時
か

ら
の
食
生
活
か
ら
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

高

衛
生
委
員
を
設
置
し
て

健
康
づ
く
り
の
中
心
に

舜蕊、

萩市医師会会長

通渡喜一さん

良
所
員
部

趣
甑
訟
子

一
一
『
函
部
》
》
瀞
ゞ
隈
亟
昭

榊
鏥
函

農
業
改
良
普
及
所
で
は
、
農
業
生
産

活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
、
生
産
拡
大

を
図
る
た
め
、
農
家
の
生
活
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
家
の
昔
か
ら
の
よ
い
生
活
を
伝
え
、

悪
い
と
こ
ろ
を
改
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

ま
た
、
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭

や
地
域
に
役
立
て
、
農
村
社
会
の
隣
近

所
の
助
け
合
い
の
心
を
と
て
も
大
切
に

助
け
合
い
の
心
で

家
庭
の
和
を
大
切
に

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
健
康
を
中
心
に

考
え
て
、
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
前
か
ら
市
民

健
康
ま
つ
り
と
し
て
、
市
民
の
意
識
を

高
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

片
寄
っ
た
食
事
を
や
め
、
こ
れ
か
ら

は
各
地
区
に
衛
生
委
員
さ
ん
を
置
く

な
ど
し
て
、
健
康
づ
く
り
の
中
心
的

役
割
り
を
果
し
て
欲
し
い
と
私
は
思
い

ま
す
ね
。

ー

蔬
澱癖

私
は
、
糖
尿
と
高
血
圧
の
持
病
が
あ

り
ま
す
が
、
農
作
業
な
ど
若
い
人
と
同

じ
よ
う
に
、
元
気
で
働
い
て
い
ま
す
。
藤

ご
飯
は
腹
八
分

し
て
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
は
、
主
食
の
お
米
と

新
鮮
な
多
種
類
の
野
菜
、
そ
し
て
牛
乳

な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
な
ど

を
十
二
の
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

日
本
型
の
食
生
活
が
よ
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
の
農
家
の
食
生

活
が
そ
の
も
の
で
す
ね
。

そ
れ
と
働
き
過
ぎ
な
い
こ
と
、
農
作

業
や
日
常
生
活
の
中
で
家
族
の
役
割
分

担
を
決
め
て
、
途
中
で
体
け
い
を
と
っ

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
く
に
、

家
庭
の
和
、
同
居
の
親
と
若
い
人
と
の

つ
な
が
り
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
な
ど
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
は
、

農
家
は
と
く
に
、
二
世
代
、
三
世
代
家

族
が
多
い
の
で
、
家
庭
内
で
も
介
護
す

る
心
構
え
、
介
護
し
て
も
ら
う
心
構
え

な
ど
、
今
か
ら
十
分
考
え
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
ね
。

惑瀧
渡〕刀栄八さん

（赤浜）

弓転嶺～茸宅芋壼号

お
と
な

食
事
は
、
大
人
と
同
じ
も
の
を
食
べ

さ
せ
て
い
ま
す
。

塩
分
に
は
、
あ
ま
り
気
を
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
み
そ
汁
は
上
ず
み
の
と

こ
ろ
だ
け
あ
げ
て
い
ま
す
。

と
う
ふ

あ
ま
り
好
き
き
ら
い
は
な
く
、
豆
腐
、

納
豆
、
玉
子
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
て
い

ま
す
。
甘
い
も
の
も
好
き
で
す
が
、
い

ま
の
と
こ
ろ
虫
歯
は
な
い
よ
う
で
す
。

Ｉ
ｊ
Ｊ
、
〃
″
、
、
‐
″
Ｖ
ｊ
Ｗ
制
Ⅶ
八
Ｊ
＃
、
ｊ
別
、
ｊ
ぐ
ｊ
＃
ｊ
〃
、
’
１
Ｎ
仰
ぐ
ｉ
″
、
〃
ヘ
パ
郡
Ｉ
″
″
二

《“

、

二

一
一
歳
児
健
康
診
査
で
の
指
導
一

○
食
事
は
う
ず
味
に
Ｌ
て
、
だ
ら
だ
ら

食
べ
さ
せ
な
い

○
甘
い
も
の
を
与
え
た
と
き
は
、
む
し

歯
に
な
ら
な
い
予
防
を
（
食
後
の
歯

み
が
き
）

ｏ
お
霜
簿
は
耐
時
間
舐
量
を
決
め
て

好
き
き
ら
い
が
あ
り
ま
せ
ん

ご
は
ん
は
腹
八
分
、
お
酒
も
適
当
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
に
、
み
ん
な
で
茶
飲
み

話
し
を
し
な
が
ら
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

や
る
の
が
な
に
よ
り
の
楽
し
み
で
す
ね

一
窟
兜
健
康
診
萱
で

ー､

岡田京子さん
かす、 き

－希くん

（本町）
Ｌ

芦＝〃〆＝ﾑ垂

安
心
し
て
お
産
を
む
か
え
る
た
め
の

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
、
三
人
の
か

た
に
お
話
し
を
間
い

諺
綜
＃

ｆ
▲
み
な
さ
ん
は
、
は
じ

高
橋
由
枝
さ
ん
（
高
浜
町
）
写
真
左

糖
分
は
、
脂
肪
に
変
わ
る
の
で
、
甘

い
も
の
は
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
と
注

意
さ
れ
ま
し
た
が
、
疲
れ
た
と
き
は
甘

い
も
の
が
欲
し
く
な
り
、
つ
い
食
べ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。

た
か
よ

川
波
誉
代
さ
ん
（
高
萩
）
写
真
中

病
気
に
な
っ
て
も
薬
が
飲
め
な
い
の

で
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
て

か
ら
の
育
て
方
な
ど
の
番
組
を
や
っ
て

い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
見
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
こ

村
上
宏
子
さ
ん
（
安
良
川
）
写
真
右

呼
吸
法
や
妊
婦
体
操
な
ど
を
教
わ
っ

た
の
で
、
た
ま
に
思
い
出
し
て
や
っ
て

い
ま
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
、
と
く

に
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
た
く
さ
ん
と

る
と
よ
い
そ
う
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で

量



〆

山
木
小
叩
粥
小
山
粥
小
北
￥
小
ｗ
犬
小
仙
￥
小
叩
子
小
ｗ
去
小
北
斗
小
ｖ
八
ｙ
ハ
叩
￥
小
ｗ
秀
小
山
米
小
ル
妥
小
小
半
小
山
壬
小
ぶ
平
爪
ｖ
六
Ｖ
六
Ｖ
六
Ｗ
姿
小
中
鶚
小
叩
￥
小
ｗ
犬
小
仙
糸
小
仙
￥
小
叩
半
小
叩
妾
小
理
爪
Ｙ
ハ
ヱ
ハ

平
成
元
年
度
の
市
政
の
進
め
方
や
予
算
な
ど
を
決
め
る
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が

三
月
九
日
㈱
か
ら
二
十
日
㈲
ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
初
日
の
施
政
方
針
で
、
鈴
木
市
長
は
、
私
た
ち
の
郷
土
高
萩
市
を
二
十
一
世

紀
に
つ
な
が
る
夢
と
希
望
に
満
ち
た
県
北
の
拠
点
都
市
に
す
る
た
め
‐
高
萩
市
新
総

合
計
画
墓
本
構
想
に
も
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
元
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

小
半
小
叩
裾
小
士
鶚
小
叩
半
牛
山
太
小
叩
器
小
仙
￥
小
仙
半
小
小
皿
小

ｙ
ハ

Ｖ
パ
ル
鶚
小
中
鶚
小
巡
小
↓
￥
小
叩
妾
小
ｗ
永
小
巾
暑
小
北
￥
小
仙
妾
小
ｗ
未
小
咄
半
小
ｖ
六

又
ハ
ル
壬
小
仙
￥
小
仙
半
小
心
鶚
小
仙
￥
小
中
斗
小
小
半
小
仙
平
小

~

’
’
十
一
世
紀
に
つ
な
ぐ

夢
と
希
望
に
満
ち
た
》

県
北
の
拠
点
都
市
に

精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
傾
向

近
年
の
わ
が
国
の
社
会
経
済
環
境
は

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
、
さ
ら
に
成

熟
社
会
へ
と
移
行
す
る
中
で
、
急
速
な

人
口
の
高
齢
化
や
国
際
化
、
高
度
情
報

化
な
ど
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
一
方
、
国
民
の
価
値
観
も
多
様
化
し

〃
も
の
〃
か
ら
〃
心
″
へ
と
、
精
神
的

な
豊
か
さ
を
求
め
る
傾
向
が
一
段
と
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
の
リ
ゾ
ー
ト
元
年

｝

リ
ゾ
ー
ト
整
檮
法
の
地
域
指
定
に
期
待

昨
年
は
、
常
磐
自
動
車
道
が
開
通
し
、

予
想
以
上
の
交
通
量
と
と
も
に
、
本
市

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
特
に
、
新
し
い
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
期
待
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。私
は
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
本
年

を
高
萩
の
リ
ゾ
ー
ト
元
年
と
位
置
付
け
、

首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
市
制
施
行
三
十
五
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
前
半
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
に
よ
る
地
域
の
衰
退
現
象
か
ら
立

ち
直
る
た
め
、
市
を
あ
げ
て
続
け
ら
れ

た
努
力
が
二
十
年
を
経
て
結
実
し
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
力
強
く
前
進
す
る

新
生
元
一
年
と
も
い
う
べ
き
意
義
深
い
年

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
す
で
に
指

定
を
受
け
進
め
て
い
る
Ｃ
・
Ｃ
Ｚ
ヨミ

度
と
年
針

一
兀
方

成
政
平
施Ｉ （施政方針と）予算ノ、開

に通
けし

、

Ⅱ誼i lN軍1 1 1 1瀬' ' 1軍l l l I軍ⅡⅡ 菰 11 1画Ⅱ1 1 [塚' ' 1mⅡ1 1 1砿' 1 1函ⅡⅡ 軍11 11 頤 ' 1 1塚lⅢI■Ⅱ' ' '四11 1Ⅱ師Ⅱ 1卸11Ⅱ軍ⅡⅡ ■ 1 Ⅱ圃

計別の予算額
全
＝
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W|W ’’算額

一 般 会 計

特国民健康保険事業

一 般 会 計 791E7,900万円

特国民健康保険事業 ｣6億1,920万円

59．7 1 9．5

12.1 1 0.5

別 老人保健事業別 老人保健事業 161E8,490万円 12．6 0．9

町西側土地区画

整理事業
会 3IE1,100万円

23 ，ア
27.0 0.9

＝U

同T
三L

同’ 36E1,510万円

事業水道企
業
会
計

16億3,348万7千円 ４
８

７
２１

２
１

２
１

１

○
地
方
交
付
税
と

は

市
町
村
の
財
政

力
に
応
じ
、
国
を

通
じ
て
市
に
配
分

さ
れ
る
お
金

○
国
庫
支
出
金
と

は
特
定
の
事
業

な
ど
に
、
国
か
ら

支
出
さ
れ
る
お
金

○
市
債
と
は

市
の
借
入
金

○
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
な

ど
に
、
県
か
ら
支

出
さ
れ
る
お
金

［業用水道事業 '億4.532万9千円

計 17億7,881万6千円
'33 1 z&

合 三」
口I 133億7,291万6千円| 100.0 6.8

巳



市
内
に
湧
出
す
る
温
泉
の
活
用
も
、

ク
ァ
ハ
ウ
ス
（
温
泉
保
養
施
設
）
が
、

も
り

市
民
健
康
の
杜
構
想
の
一
環
と
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
リ
ゾ

ー
ト
整
備
法
適
用
事
業
と
し
て
、
ぜ
ひ

と
も
実
現
に
向
け
前
進
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
日
ま
で
の
経
験
を
十
分
生

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極

的
に
促
進
し
、
私
た
ち
の
郷
土
高
萩
市

を
二
十
一
世
紀
に
つ
な
が
る
夢
と
希
望

温
泉
の
活
用

ま
た
、
昨
年
か
ら
高
萩
市
が
住
宅
都

市
整
備
公
団
や
茨
城
県
と
共
同
で
実
施

し
て
い
る
多
住
型
居
住
空
間
整
備
（
別

名
リ
ゾ
ー
ト
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
・
高
萩

地
区
調
査
や
民
間
活
力
に
よ
る
人
工
降

雪
ス
キ
ー
場
の
開
発
計
画
の
展
開
な
ど
、

広
大
な
面
積
を
も
つ
山
間
地
域
の
利
用

に
よ
る
新
し
い
発
展
の
希
望
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

人
工
降
雪
ス
キ
ー
場
の
開
発
計
画

１
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
）

整
備
計
画
事
業
も
、
県
の
事
業
で
あ
る

し
ん
ら
山
く

海
岸
工
事
の
進
捗
と
あ
わ
せ
、
民
間
企

業
の
参
加
条
件
の
整
備
等
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
は
、
県
北
地
域
を
対

象
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
整
備
法
（
総
合
保

養
地
域
整
備
法
）
の
地
域
指
定
に
期
待

し
な
が
ら
、
進
入
道
路
等
の
具
体
的
な

事
業
に
着
手
す
る
大
切
な
年
を
迎
え
て

い
ま
す
。

Ⅸ

積
極
型
の
予
算

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
七
九
億
七
、

九
○
○
万
円
、
特
別
会
計
三
六
億
一
、

五
一
○
万
円
、
企
業
会
計
一
七
億
七
、

八
八
一
万
六
千
円
で
、
合
計
一
三
三
億

さ
て
、
近
年
の
地
方
財
政
は
、
対
外

貿
易
の
好
況
や
内
需
の
拡
大
に
よ
り
、

事
業
活
動
は
か
つ
て
な
い
活
況
を
呈
し

き
ざ

税
収
の
伸
び
に
よ
り
、
好
転
の
兆
し
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
中
⑳
長
期
的
に
は
、

対
外
経
済
摩
擦
等
の
厳
し
い
国
際
環
境

の
中
で
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
、
地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
平
成

元
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
一
層
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対

応
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
健
全
財

政
を
堅
持
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
財
源

の
確
保
と
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な

配
分
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革

大
綱
を
基
本
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を

進
め
な
が
ら
、
経
常
経
費
の
節
減
合
理

化
を
図
り
、
高
萩
市
新
総
合
計
画
の
目

標
で
あ
る
「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業

文
化
都
市
」
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

に
満
ち
た
県
北
の
拠
点
都
市
と
す
べ
く
、

今
後
と
も
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

ー

七
、
二
九
一
万
六
千
円
で
す
。

恵

こ
れ
は
、
対
前
年
度
比
で
は
、
八
億
順窟

五
、
二
○
七
万
四
千
円
、
六
・
八
％
の
馴塩

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

頤

な
お
、
一
般
会
計
は
、
前
年
度
予
算
旧廟

に
比
較
す
る
と
六
億
九
、
二
○
○
万
円
馴

の
増
で
あ
り
、
九
・
五
％
の
伸
び
で
す
。
叱恵

特
に
、
投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
予
岬翫

算
と
比
較
す
る
と
、
四
億
四
、
八
○
二
帥

万
二
千
円
の
増
で
、
三
一
・
○
％
の
伸
晒翫

ぴ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

甑

し
た
が
っ
て
、
一
般
会
計
の
伸
び
は
叱廟

国
の
七
・
六
％
‘
県
の
七
・
七
％
の
伸
岬■

ぴ
と
比
較
す
る
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
州

て
お
り
、
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
帽淑

主
な
施
策
拙

■

本
年
度
は
、
平
成
二
年
度
を
目
標
と
旧西

す
る
新
総
合
計
画
の
四
年
次
を
む
か
え
州

ま
す
の
で
、
こ
の
計
画
の
具
現
化
を
め
肥田

ざ
し
、

翫画

○
市
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
噸

○
教
育
の
充
実
圃
域

○
都
市
基
盤
の
整
備
と
生
活
環
境
の
整
剛

備
鰯
■

○
産
業
の
振
興
塚
塩

を
柱
に
施
策
を
推
進
し
ま
す
が
、
常
に
酬

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
岬竃

〃
健
康
と
教
育
〃
に
意
を
用
い
、
市
民
一
Ｍ

人
ひ
と
り
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
社
会
恥

的
な
連
帯
の
も
と
に
、
や
す
ら
ぎ
を
も
噛画

っ
て
定
住
で
き
る
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
副

に
、
国
の
制
度
や
民
間
活
力
を
導
入
し
叱四

な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
闘軍

（
八
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
訓'､9ⅢI rHR I l IM
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市税の構成比羅ふぴ蕊
34億3，626万4千円100%(3.3)

市民税 161E8,402万3千円

49.0%(16.2)

固定資産税 12E9,960万2千円

37.8％（5.3）

都市言-|画税 2億1,293万9千円

6.2％（4.6）

市たばこ税 1億4,596万8千円

4.3％(新設）

旧法による税 5,348万8千円

一般会計

歳出総額一

／

総務費

10億3,900万4千円

13.0%(18.1)

鱈
市民一人あたり

29,500円

一世帯あたり

96,800円

教育費

10億6,036万8千円

13.3％(5.6）

蕊
市民一人あたり

30,100円

一世帯あたり

98,800円

民生費

12億6,354万6千円

15.8％(3.4）

鱸
市民一人あたり

35,900円

一世帯あたり

117,800円

土木費

14億7’266万6千円

18.5％(△1.3）

勘薙 79g7,900万円
100%

(9.5）市民一人あたり

41,800円

一世帯あたり

137,200円
（ ）内

前年比伸び率/たばこiili費税1,378万7千円、

I薦順： ‘蜘荊‘‘"
軽自動車税 2,177万4千円

0.6%(8.6)

その他 1,847万円

0.5%(.46.6)

／市民一人あたりの負担額は 、

97,600円

一世帯あたりの市税負担額は

( 320,200円ﾉ

／市民一人あたりの経費は 、，

226,600円

一世帯あたりの経費は

'( 743,600円／

衛生費

7億7,793万6千円

9.7％(43.4）

公債費

8E9,041万7千円

11.2%(3.1)

農林水産業費

6億6,827万8千円

8.4％(19.3）

穂
市民一人あたり

19,000円

一世帯あたり

62,300円

その他

8億678万5千円

10.1%(11.6)
算出には

平成元年3月1日

現在

／人口 、

35,213人

世帯数

（ 10,730世帯／

の数字を使いました

t萱主熱消防費，議会費

商工費，労働費，

災害復旧費，

予備費

市民一人あたり

25,300円

一世帯あたり

83,000円

市民一人あたり

22,100円

一世帯あたり

72,500円

フ



健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
配
車

健
康
づ
く
り
の
拠
点

保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
医

療
機
関
等
の
協
力
の
も
と
に
諸
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
は
、
か
ね
て
か
ら
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
保
健
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
、
そ
の
運
営
に
万
全
を
期
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
構
造
の
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど

の
社
会
変
化
の
中
で
、
増
大
し
、
多
様
化
す
る
福

祉
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
地
域
社

会
、
民
間
施
設
等
の
機
能
分
担
と
連
携
は
、
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の
だ
れ
も
が
健

ま
た
、
保
健
婦
の
活
動
や
検
診
業
務
を
通
じ
て
、

健
康
に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
、
県
北
地

域
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
の
一
環
と
し
て
、
健
康

パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
配
置
し
機
動
力
の
強
化
に
努
め

ま
す
。社

会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と

創
造
力
を
備
え
た
児
童
、
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と

教
育
環
境
の
整
備
に
努
力

で
、
そ
の
制
度
を
受
け
な
が
ら
設
備
等
の
強
化
を

図
り
、
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
昇
格
さ
せ
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
と
就
労
機
会
の
確
保
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
い

き
ま
す
。

簡
易
火
災
報
知
器
を
設
置

ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
が
い
る
家
庭
に
、
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
簡
易
火
災
報

知
器
（
ミ
ニ
ア
ラ
ー
ム
）
の
設
置
を
拡
大
し
、
さ

ら
に
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
へ
の
援
助
に
厚
み
を
加
え
る
な
ど
心
の
通
っ
た

き
め
細
か
な
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま

半
ｑ
／
○

福
祉
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
福
祉
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
厳
し
い
国
庫
補
助
の
枠
の
中

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
組
織
化
や
指
導

員
の
養
成
を
図
る
と
と
も
に
健
康
ま
つ
り
を
実
施

し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
成
人
病
や
ガ
ン
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
資
す
る
た
め
、
人
間
ド
ヅ
ク
補
助
事
業

の
枠
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
昇
格

は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
改
修
に
取
り
組
む

な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ー
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◎保健センター◎父兄負担の軽減化

前年度からすすめてい

る小・中学校の父兄負担

分の学級費が，元年度予

算計上により，父兄負担

分が少なくなります。

◎秋山中学校校舎

耐力度調査

元年度中に，秋山中学

校校舎の全体の総合的耐

力度調査を行います。

市民のみなさんに，健康の増進病気

の予防， リハビリテーションを含めた包

括的な健康サービスが提供できるセンタ

ーです。

完成予想図をご覧ください。 日あたり

が良い二階までの吹き抜けにして，展示

や語らいの場に利用できるなど，全体的

に柔軟な保健センターとなります。

○予定地高萩市大字高萩17番1

（中央公民館の北側）

○構造鉄筋コンクリート造2階建て

○床面積895,891rf

平成元年12月完成の予定です。

少へ

一

◎簡易火災報知器（ミニアラ ム）

前年度は，一人ぐらしのお年寄り宅に設置し

たのを，元年度はねたきりのお年寄りのいる家

庭に2個ずつ設置します。

◎介護慰労金（年間25,000円）

ねたきりのお年寄りのいる家庭に支給します。

前年度20,000円を25,000円に引き上げました。

◎人間ドック(40歳から60歳の国保加入者）

一世帯で何人でも受診できるようになりまし

た。募集人数も， 50人から100人に増加しまし

た。繍蕊議灘驚灘溌溌；
▲保健~センター完成予想図

日

新
規

そ老人福祉対策事業 2億4,901万6千円

児童福祉対策事業 3億2,877万4千円

身体障害者・精神薄弱者等福祉対策事業

1億897万4千円

'）生活保護事業 3億1,105万1千円
保健予防対策経費 2,490万円

し尿．じん芥処理事業負担金3億1,369万4千円

他人間ドック 170万円

保健センター建設工事 2億3,182万6千円

健康パトロール車購入 202万7千円

シルバー人材センター補助 2,860万円



国
、
県
の
施
策
で
あ
る
小
山
ダ
ム
建
設
事
業
や

ろ
っ

広
域
幹
線
道
路
と
し
て
の
肋
骨
道
路
及
び
広
域
農

道
等
の
整
備
、
海
岸
環
境
整
備
事
業
、
花
貫
川
改

修
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
当
市
の
発
展
を
支
え
る
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
道
高
萩
大
子
線
の
国
道
昇
格
連
動
に

つ
い
て
も
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
関
係
自
治
体
と

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
促
進

、

松
岡
地
区
に
公
民
館
地
区
館
を
建
設

ま
た
、
急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
、
家
庭
生
析

や
地
域
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め

に
、
生
涯
を
通
し
て
自
ら
学
び
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
校
以
来
、
二
六
年
余
の
歴
史
を
も
つ
横
川

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
在
校
児
童
の
減
少
に
伴
っ

て
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
元
年

度
か
ら
君
田
小
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
統
合
に
よ
る
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
う
通
学
手
段
と

し
て
、
君
田
小
学
校
に
ワ
ゴ
ン
車
を
配
車
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

君
田
小
学
校
に
ワ
ゴ
ン
車
を
配
車

ま
た
、
義
務
教
育
の
父
兄
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
配
慮
し
そ
の
解
消
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

〆

都
市
基
盤
の
整
備
と
生
活
環
境
の
整
備

I
協
力
し
な
が
ら
、
早
期
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
十
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
改
修
を
進
め
て

き
ま
し
た
穂
積
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年

一
月
二
十
五
日
㈱
、
県
文
化
財
と
し
て
指
定
を

受
け
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
整
備
に
意
を
用
い
な

が
ら
、
そ
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
，
本
市
に
と
り
、
歴
史
的
に
極
め
て
重

要
な
価
値
を
も
つ
、
竜
子
城
の
城
跡
の
史
跡
保
存

の
あ
り
方
に
つ
き
、
専
門
家
や
地
域
の
意
見
を
求

め
な
が
ら
、
具
体
的
な
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の

予
算
も
計
上
し
ま
し
た
。

竜
子
城
跡
の
保
存
を
検
討

そ
の
た
め
に
、
青
少
年
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま

で
の
各
段
階
で
の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
る
よ

う
、
学
習
機
会
の
提
供
と
活
動
の
援
助
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

特
に
、
そ
の
中
心
と
な
る
公
民
館
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
新
年
度
に
は
、
松
岡
地
区
に
そ
の

拠
点
と
な
る
地
区
館
の
建
設
を
し
ま
す
。

鹿ﾖ､､
ヨロFf

ー‘

▲公共下水道事業が， 4月から

－部供用開始します

L
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恥

、
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坤
、
ぷ溌
喪
千
千
千
１
１
１
１

識
謹
孟
１
ｍ
郡
矧
研
別
別

＊主:；な事業の!:予算
◎松岡地区館

余暇時間の活用， ま

た， より心の豊かさを

望まれる今， みなさん

自身で興味あるものを

追求したり学んだり，

時には，それを教えた

りと，地域のみなさん

とともに生涯教育がで

きる場を考えていますきる場を考えています

駅東ふれあい広場(仮称)整備事業

新 （平成元年度～2年度) 1IH2,010万円
駅前ポケツトパーク(仮称)整備事業

（平成元年度～2年度） 6,121万8千円

本町ファミリースポーツ公園(仮称)整備事業

規 の設計委託料 250万l'l
調整池築造事業 3,000万円

都市計画街路整備事業 11E 667万4千円

市道整備事業 2億8,995万3千I'1

側溝排水路整備事業 950万円

そ河川改修事業(谷川・境川） 7,616万6=f-| ! 1
橋梁整備事業 3,250万円

小山ダム周辺整備事業負担金1,788万2千II1

の公共下水道事業負机金 1億1.828万7千l'l

' |j営住宅建設事業 21:2,916万3千|リ

他蠅淵剛朧蛎灌繍
高萩・十王斎場負担金 5.339万1千|]］

消防施設轆備事業 3,098万5千'1

交通安全施設整備事業 2,937万8千円

ー

。 ～ちょっと気になる古代人たち～

○予定地高萩市下手綱788番地 “大耳の男"(左)"あごひげの男"(右)の

（下手綱公民館建て替え） レプリカ(複製)作成

○構造木造一部鉄骨で建設す

謬
る予定です。

○床面積約600㎡

平成元年度中に完成，平成2年

4月から，地域のみなさんに使用

していただく予定です。

：◎道路整備事業

お手まき会場から上手綱へ抜ける道路は，平

成2年度完成予定です。

秋111から桃源，安良川から松木~下，上手綱地

内の道路改良， また，秋山中学校前，上君田の

久川，高浜町2］~目，石滝団地内の路面舗装な

どの，生活道路の整備をします。

高萩市内から出土し，現在東

京大学の研究室に保存されている
は仁

”大耳の男” ‘‘あごひげの男,‘の埴
わ

輪のレプリカを作成します。

今年の秋ごろには，歴史民俗資

料館にて， ご覧いただける予定で

す。

…

熱亀

日

； 主 なヂ事業と予算

T雨晒反爾扇霄 1億2,67

新通学川自動車購入費(横川～|､君［
29

高萩中学校下水道排水整備工事等

新

1．17

秋山|:|1学校校舎耐力度調査 97

竜子城跡地調査費 50規
そ小・ '' 1学校学級費の軽減化 61
の

他 lXl害購入(図書館） 1,00



社
会
資
本
の
充
実

生
産
墓
盤
の
整
備
に
努
力

都
市
基
盤
の
整
備
は
、
市
民
生
活
の
向
上
と
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
最
も
重
要
な
課
題
で

す
。
そ
の
た
め
肋
骨
道
路
等
幹
線
道
路
の
改
良
を
は

じ
め
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
や
排
水

り
よ
み

路
改
修
、
橋
梁
の
整
備
、
河
川
改
修
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
街
路
事
業
や
町
西
側
土
地
区
画
整
理

事
業
、
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
、
公
営
住
宅
及
び

集
会
室
建
設
事
業
等
を
引
き
続
き
進
め
、
社
会
資

本
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
萩
の
玄
関
□
ｌ
駅
前
整
備
事
業

産
業
の
振
興
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
花
貫
川
流
域
県
営

・
っ
し
ろ
や

ほ
場
整
備
事
業
及
び
後
谷
下
地
区
ほ
場
整
備
事
業

を
引
き
続
き
促
進
し
、
生
産
基
盤
の
整
備
に
努
め

じ
ね
人
じ
峠
痒

る
と
と
も
に
、
本
年
度
新
た
に
自
然
薯
（
通
称
．

山
い
も
）
を
地
域
の
特
産
物
と
し
て
育
成
す
る
た

め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
松
岡
地
区
農
免
道
路
及
び
広
域
農
道
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
以
来
重
点
的
に
進
め
て

い
ま
し
た
公
共
下
水
道
事
業
が
、
予
定
通
り
平
成

元
年
四
月
か
ら
一
部
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
引
き
続
き
事
業
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
快
適
な
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
萩
駅
東
ふ
れ
あ
い
広
場
及
び
駅
西

地
区
の
ポ
ケ
ヅ
ト
パ
ー
ク
な
ど
、
駅
前
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業

の
制
度
を
活
用
し
、
リ
ゾ
ー
ト
高
萩
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

消
防
体
制
の
充
実

横
川
地
区
に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
、
卵

山
手
公
民
館
の
建
て
替
え
恥

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
貯
水
槽

の
設
置
を
進
め
て
消
防
水
利
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
十
二
分
団
及
び
二
十
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
、
積
載
自
動
車
の
更
新
を
行
い
、
消
防
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
村
の
生
活
環
境
整
備
の
一
環
と
し
岬車

て
、
山
村
振
興
事
業
を
活
用
し
、
横
川
地
区
に
生
岬翫

活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
廟

ま
た
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
咽画

ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
社
会
教
育
の
場
と
し
て
使
用
さ
剛

は
心
土
ｌ

れ
て
き
た
山
手
公
民
館
は
、
建
物
の
破
損
が
茜
だ
恥

し
い
の
で
、
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と
し
唾■

て
、
県
の
補
助
を
受
け
建
て
替
え
を
し
地
域
の
発
叩

展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ｰ

K
．、
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◎高萩駅東ふれあい広場(仮称）

イベント広場等として，有効に活

用できる多目的広場です。

アスファルト化したまちのオアシ

スとなるこの広場で，散策を楽しん

でください｡ (左の図）

○用地平成元年5月， 日本国有

鉄道清算事業団から取得予定

○用地の広さ IIIH約15m,長さ約460m

o完成は，平成2年度内の予定です。

『 ■ ﾛﾛ ﾛ .
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高
萩
駅
東
ふ
れ
あ
い
広
場

の
イ
ラ
ス
ト
で
す

主"な事業の忠予算

横川多目的集会施設建設事業 2,097万2千円

新農村集落センター建設事業費補助金
1,800万円

規ふるさと自然公|東'ビジターセンター展示施設整
備事業 5,022万3千円

土地改良負拙余 lE4,271万1千円

そ農道，水路改修事業 5,546万円

林道整備事業(大能，米平線) 3,203万5千円

の II1村林業構造改善事業(土F『線) 3,643万7千円
他遊歩道及び土岳登山道整備事業 585万4千円
商工会運営費補助金 1,260万円

小

（
）

幅をひろげ，大雨

ます。◎土地改良負担金

後谷下地区，花貫川流域の

水田耕地を集団化し，排水路

などを整備しています。

整備することにより，従来

の湿田から乾田化が可能にな

り，大型農業機械化が図られ

ます。

・後谷下地区整備面積

18.4ha

・花貫川流域整備面積

114.6ha

◎横川多目的集会施設

閉校になった横川小学校地

に建設します。これまで横

地区には，集会の機能性を

内に建設1

…元年度中完成予

中層耐火5階建て

2戸)…2年度内完

中層耐火3階建て

III

もつ施設があIつ施設がありませんでした

これからは，地域活動に

いに利用していただけま

が
多
す
○

構造木造平家建て

床面積 132㎡

平成元年度中に完成，平成

年4月から，地域のみなさ

（小川崎橋，及び

橋)を，永久橋(．

かけかえて安全を

○

2

んに使用していただけま 』

10



も
、
一
層
友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

I〆

釉

雲

り

ら

ん

し

ふ

う

た
め
の
葛
を
介
し
て
交
流
の
あ
る
中
国
藺
州
市
と

そ
の
他
、
民
間
ベ
ー
ス
で
の
交
流
が
進
め
ら
れ

て
き
た
山
形
県
新
庄
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
、

相
互
の
熟
度
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
本
年

市
制
施
行
三
十
五
周
年
、
新
庄
市
市
制
施
行
四
十

周
年
を
記
念
し
、
友
好
都
市
の
盟
約
を
締
結
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
洋
裁
技
術
の
研
修
の
た
め
当
市
に
滞
在

し
て
い
る
中
国
の
研
修
生
や
、
黄
河
流
域
緑
化
の

山
形
県
新
庄
市
と

友
好
都
市
の
盟
約
を
締
結

〆

林
業
に
つ
い
て
は
、
林
道
大
能
米
平
線
及
び
土

岳
線
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
、
山
間
地
域
の

生
活
と
生
産
基
盤
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
開
通

や
環
境
の
変
化
等
に
伴
い
、
的
確
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
商
工
会
へ
の
助
成
等
を
通

じ
て
適
切
な
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
良
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
整
備
事
業

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
建
設

ま
た
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
等
交
通
条

件
の
大
幅
な
改
善
に
加
え
、
国
民
の
指
向
の
変
化

そ
の
他
の
仕
事

口
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

以
上
、
平
成
元
年
度
の
施
政
に
つ
い
て
そ
の
方

針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
市
政
の
向

上
、
発
展
を
め
ざ
し
最
善
の
努
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
館
・
市
民
課
に
Ｏ
Ａ
機
器
を
設
置

さ
ら
に
、
情
報
化
時
代
に
対
応
し
、
行
政
事
務

じ
ん
そ
く

の
迅
速
性
、
正
確
性
を
高
め
る
た
め
、
市
民
課
及

び
図
書
館
に
Ｏ
Ａ
機
器
を
設
置
し
、
住
民
サ
ー
ビ

市
制
施
行
三
十
五
周
年
関
係
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
産
業
祭
等
の
既
存
の
行
事
、
あ
る
い
は
事
業

を
充
実
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
記

念
事
業
と
し
て
「
三
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」
を
作
成

し
ま
す
。

Ji E二
E 二 }

三
十
五
年
の
あ
ゆ
み
ｌ
写
真
集
を
作
成

や
自
由
時
間
の
増
大
等
を
背
景
に
、
新
た
な
、
し
か

も
多
様
な
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機

会
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
海
、
山
、
温
泉
等
の

資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
観
光
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
し
、
新
年
度
は
、
万
葉
の
道
の
整
備
を
引
き
続

き
進
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
整
備

事
業
も
最
終
年
次
を
迎
え
、
そ
の
拠
点
と
な
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

内
部
の
施
設
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
設
備
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
海
水
浴
場
開
設
二
年
目
を
迎
え
ま

す
の
で
、
駐
車
場
の
確
保
や
施
設
整
備
な
ど
、
親

し
ま
れ
る
海
水
浴
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

｝

一

I
軍' 1海l ll甑1 1画' 1甑l l l窓ⅡⅡmll l l函1傘' 1 1 [■' ' 1■ⅡⅡ潮1 1 1 1塀1 1 1函 1町Ⅱ1 1訂1 1 1 1軍lⅡl塀Ⅱ 1西｢ ' 1邸I i I函Ⅱl l竃1 1 1 1塚[ ' 1断1 1Ⅱ函ⅡⅡ■' 1mⅡⅡ軍I Ⅱ頭l l lmⅡⅡ函I Ⅱ廟I i I窟1 Ⅱ砿｝ Rl l l断ⅡⅡ|塚i l l■ⅡI竃lⅡl塀lⅢ■'1 ｢Ⅱ断1 1 1頭1 1 1面1 1Ⅱ■I l l軍川1 1津Ⅱ川甑ⅡⅡI竃l l l■ⅡⅡ軍I Ⅱ函' ' 1画l Ⅱ|軍Ⅱ川軍Ⅱ1 1顔1 1 Ⅱ庫l

◎ふるさと白然公園吟ジターセンター

花園・花貫県立自然公園に属する花貫ダム周辺

は， 四季の折りなす自然が豊かで，訪れる人たち

も増えています。

この恵まれた自然を活用した動物や植物の観察

また， 自然との体験を味わえる施設を計画してい

塚' ' 1密I l I I IH. I I I2 q Il I X 1Ⅱ1

I…
し
昨
年
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
高
萩
海
水

浴
場
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う

騨
泓識

灘
蕊鶴驚鐘蕊…

灘
語諒鍔全

ます。

ファイバースコープや，ハイビジョンを取り入

れ，科学の目からも自然を観察，体験もできます

○場所高萩市秋山板木地内(花貫ダム周辺）

○構造鉄骨一部木造2階建て

○床面積350㎡（公園面積は, 16.4ha)

●「ビジターセンター」とは？

“ビジター”とは，来訪者を意味します｡「ビジタ

ーセンター」とは， みなさんが訪れて，観察，体

験のできる博物展示施設を意味します。

ー鐵脅

が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
来
月

号
（
五
月
号
）
か

ら
、
高
萩
市
文
化

財
審
議
会
委
員
の

江
尻
光
昭
さ
ん

を
締
結
す
る
こ
と

友
好
都
市
の

新
庄
市
の
両
市
の

四
月
二
十

㈱
山
形
県

市
で
、
高
萩

5月号から

松岡の歴史を紹介
ｌ
ｒ
」

盟
約

七
日
新
庄

市
と

▲竜子山にある松岡城跡・古井戸の跡

（
本
町
）
に
竜
子
山
を
中
心
に
し
た
両

市
の
関
わ
り
や
そ
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
、
松
岡
の
歴
史
と
し
て
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▲万葉の道の整備

11



昭和18～19年ころ割ヶ谷竹夫さん宅

共同農作業のときの食事の写真（戦争中のため

男の人が少ない） 提供＝石井源助さん(石滝）

昭和23年6月
てんのうさま

天王様(大都直教さん宅）
ぜん二う

提供＝坂本善興さん(秋山）

明治35年4月

花貫橋(木製吊橋)開通式

提供＝石井源助さん(石滝）

灘
冨萩
ユ
塙
帳
罎私
た
ち
が
、
高
萩
市
に
居
を
か
ま
え
今
、
し
み
じ
み
と
三
十
五
年
と
い
う

て
か
ら
今
年
で
四
十
年
に
な
り
ま
す
。
長
い
歳
月
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

二
と

〃
光
陰
矢
の
如
し
〃
と
い
い
ま
す
が
、
三
人
の
息
子
は
親
元
を
巣
立
ち
、
現

昭
和
九
年
に
東
京
か
ら
祖
父
や
父
母
弟
在
は
夫
婦
二
人
っ
き
り
で
第
二
の
人
生

妹
た
ち
の
親
子
七
人
が
、
日
立
市
へ
移
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
、
生
涯
青
春
で
頑

り
住
ん
で
か
ら
五
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
張
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
二
年
前
の
昭
和
七
年
、
付
近
の
二
男
か
ら
十
年
後
に
生
ま
れ
た
三
男

町
村
が
合
併
し
、
人
口
五
百
万
の
大
東
は
、
昭
和
三
十
五
年
生
ま
れ
の
二
十
八

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
に
、

高
萩
町
、
松
岡
町
、
高
岡
村
と
黒
前
村
、

櫛
形
町
の
一
部
が
合
併
し
て
、
高
萩
市

が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
市
制
施
行

三
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
高
萩
の
歴
史
を
含
め
て
、

市
の
三
十
五
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
え

っ
た
写
真
集
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
写
真
集
は
、
た
だ
歴
史
的
な
風

景
だ
け
で
な
く
、
昔
の
行
事
や
生
活
習

慣
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
を
中
心
に
編
集

高
萩
の
歴
史
、
あ
ゆ
み
を

写
真
集
に
し
て
発
行

ー

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
写

真
や
思
い
出
、
声
な
ど
を
係
ま
で
、
た

く
さ
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
三
一
八
高
萩
市
本
川
一
一
○
○

高
萩
市
役
所
市
民
活
動
課

壷
二
三
’
二
二
一
内
線
二
六
二

ま
た
、
市
報
た
か
は
ぎ
も
今
月
号
で
、

昭
和
三
十
一
年
八
月
の
創
刊
号
か
ら
数

え
て
三
五
○
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

市
乢
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
写
真
や
寄
稿
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。市制施行

35周年

記念事業

歳
で
す
。

主
人
の
勤
務
年
数
と
三
男
の
出
産
の

年
と
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
と
い
う

三
十
五
の
数
字
の
符
合
に
新
た
め
て
三

十
五
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

今
後
、
物
価
の
面
で
も
、
税
金
の
面

で
も
、
高
萩
市
は
住
み
よ
い
町
で
あ
る

と
だ
れ
も
が
認
め
る
市
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

私
の
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
高
萩

を
愛
す
る
一
人
と
し
て
。
…
：
。

髄
せきどめじぞうそん

咳止地蔵尊

昔
、
陸
前
浜
街
道
は
、
安
良
川
宿
か

ら
石
滝
を
通
り
、
十
王
町
の
伊
師
町
を

経
て
川
尻
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。

明
治
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
石
滝
は

交
通
の
要
路
で
し
た
。
そ
の
後
、
国

道
は
安
良
川
か
ら
稲
村
神
社
を
通
り
、

伊
師
浜
川
尻
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

石
滝
道
は
裏
街
道
と
な
り
通
行
人
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

石
滝
の
南
の
は
ず
れ
坂
道
に
さ
し
か

か
る
と
こ
ろ
よ
り
東
へ
三
十
ｍ
程
入
つ

ぼ
二
ら

た
所
に
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
中
に
石
の

地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

蔵
尊
を
咳
止
地
蔵
尊
と
い
い
、
俗
に
「
お、

蕊
戸へ

ー

まさみ

柴田正己
さん

（石滝）

》
…

鍵

高萩炭礦

昭和49年10月14～15日旗・炬火リレー

第29回国民体育大会(21日～24日）
一般準硬式野球競技

蕊

尋

寒

一

､溌湧
f串無

昭和51年5月24日

第27回全国植樹祭｢お手まき行事」

蕊鍵識
1巴
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元

す
ｃ
さ
と
と
も
に
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
す
。
》

市
報
一
一
一
五
○
号
を
特
に
、
市
制
施
行
十
五
周
年
の
こ
ろ
高
萩
の
歴
史
の
中
で
も
、
特
筆
す
べ
》

迎
え
て
は
、
相
次
ぐ
炭
砿
の
閉
山
な
ど
で
地
域
き
意
義
を
も
つ
こ
の
三
十
五
年
の
歩
み
》

経
済
が
大
き
く
後
退
し
、
人
川
も
減
少
を
写
真
で
後
世
に
残
し
た
い
と
の
念
願
舛冷

の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。
か
ら
、
今
、
市
で
は
記
念
事
業
の
一
つ
奄

迩
兼
霧
介
註
土
萎
寿
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
こ
ろ
着
手
さ
れ
た
と
し
て
広
く
市
内
外
に
保
存
さ
れ
て
い
》

花
員
ダ
ム
も
四
年
後
に
完
成
し
、
松
久
る
写
真
を
蒐
集
し
て
、
記
念
写
真
集
を
《

に
地
』
う

平
成
元
年
度
の
は
じ
め
に
あ
た
る
、
保
・
手
綱
工
業
団
地
も
完
成
し
て
優
良
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

》ぞ

今
月
号
の
市
報
が
三
五
○
号
に
な
り
ま
企
業
が
進
出
し
、
今
日
の
姿
に
生
ま
れ
共
に
汗
を
流
し
た
再
建
の
足
跡
を
ふ
）

し
た
。
変
わ
り
ま
し
た
。
り
返
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
詫

今
年
が
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
に
市
民
あ
げ
て
の
再
建
の
努
力
が
二
十
か
い
限
り
な
い
発
展
へ
の
願
い
を
こ
め
錦

あ
た
る
こ
と
と
思
い
合
わ
せ
、
意
義
深
年
を
経
て
よ
う
や
く
報
い
ら
れ
、
昨
年
て
、
充
実
し
た
記
録
を
後
世
に
残
し
た
《

い
巡
り
あ
わ
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
の
常
磐
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
交
い
と
思
い
ま
す
。

舜宅

Ｉ
昭
和
一
一
十
九
年
十
一
月

市
制
施
行
祝
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

提
供
ｌ
木
田
恒
夫
さ
ん
（
島
名
）

昭
和
三
十
五
年
五
月
三
、
四
、
五
日

市
制
施
行
祝
賀
式
典
（
高
萩
高
校
講
堂
）

：

口
華

〆身" : "…､傘 1

お

き
、
市
制
三
十
五
周
年
の
今
年
の
も
つ
へ

あ
ら

玲

雫
蓋
誰
畦
峠
小
岻
い
”
怖
い
掘
割
妹
幽
一令

さ
と
と
も
に
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
す
。
》

き
鵡
諦
鋤
罐
迦
麺
岬
垂
粍
紺
帝
岼
瞬
季
》

を
写
真
で
後
世
に
残
し
た
い
と
の
念
願
一毛

か
ら
、
今
、
市
で
は
記
念
事
業
の
一
つ
や

と
し
て
広
く
市
内
外
に
保
存
さ
れ
て
い
《

る
写
真
を
蒐
集
し
て
、
記
念
写
真
集
を
蹄

に
地
』
う

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宅

共
に
汗
を
流
し
た
再
建
の
足
跡
を
ふ
《

り
返
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
》

か
い
限
り
な
い
発
展
へ
の
願
い
を
こ
め
錦

て
、
充
実
し
た
記
録
を
後
世
に
残
し
た
》

い
と
思
い
ま
す
。

徳宅宅

貴
諦
訟
諏
酔
癖
縫
い
諦
稚
討
可
錯
詫
恥
》

駅
前
通
い
／
桜
ま
つ
り

蕊

綴
澤
騨
汁

騨
鋸

駅
前
公
衆
電
話

提
供
ｌ
故
久
保
木
さ
ん
（
十
王
町
）

ゾさ
ぴ
き
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
い

こ
の
地
蔵
尊
に
お
詣
り
す
れ
ば
風
邪

が
直
る
と
い
う
、
有
り
難
い
地
蔵
尊
で

近
郷
近
在
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
南
は

小
木
津
、
北
は
関
南
・
大
津
力
而
か
ら

参
詣
に
来
ま
し
た
。

さ
る
と
し

大
正
三
年
の
叩
年
に
、
全
囚
的
に
流

行
性
感
昌
が
流
行
し
、
多
数
の
死
亡
者

が
で
た
が
、
不
思
議
に
も
、
石
滝
地
域
で

は
死
亡
者
が
な
く
、
こ
れ
は
、
咳
止
地

蔵
尊
の
お
陰
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

病
気
の
祈
願
に
お
茶
を
供
え
た
り
、

地
蔵
尊
の
乳
の
あ
た
り
を
削
り
と
っ
た

粉
を
病
人
に
煎
じ
て
飲
ま
せ
る
風
習
が

あ
り
ま
し
た
。

現
在
も
、
八
月
の
縁
日
に
夜
祭
が
行

わ
れ
、
世
話
人
が
主
催
、
石
滝
滝
の
会

の
協
賛
と
な
り
、
参
道
に
は
た
く
さ
ん

と
う
る
。
ウ

の
灯
籠
が
と
も
さ
れ
、
余
興
と
し
て
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
催
さ
れ
、
多
数
の
参
拝

者
で
夜
更
け
ま
で
に
ぎ
わ
い
を
呈
し
て

い
ま
す
。

ー
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ｼﾘｰズ★高萩市の生んだ作家たち－⑥★ 焼
き
物
吃
騒
合
國

蕊 小
生
の
鼻
は
猫
の
鼻
で
す
。
か
ぐ
わ
しれこ

い
花
の
に
お
い
や
香
水
の
香
り
に
は
、
猫

な
で
ご
え

ぬ

撫
声
を
出
し
大
喜
び
。
い
つ
も
濡
れ
て
い

う
る
わ

る
鼻
を
自
慢
に
し
て
、
ご
機
嫌
麗
し
く
仕

事
が
進
み
ま
す
。
自
分
の
巣
（
工
房
）
か

ら
外
へ
出
て
み
ま
し
ょ
う
。
人
が
集
ま
れ

た
ば
こ

ば
無
遠
慮
な
煙
草
の
煙

電
車
、
デ
パ

ー
ト
、
美
術
館
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
湿
気

な
し
の
乾
き
き
っ
た
暖
房
に
は
悲
鳴
を
あ

げ
、
臭
覚
も
な
く
な
り
、
借
り
て
き
た
猫

同
然
に
小
さ
く
な
っ
て
、
青
息
吐
息
で
す
。

こ
れ
は
、
ほ
ん
と
う
の
話
し
な
の
で
す
。

美
術
大
学
で
一
か
ら
十
ま
で
全
部
自
分
で

で
き
る
仕
事
、
そ
し
て
、
こ
の
敏
感
な
体

質
に
合
っ
た
選
択
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
家
を
仕
事
場
に

！ 鶏熟
濯
蕊
域

船田慶市郎さん

（上手綱）

陶芸家

もぐれんさんか

▲壷一対｢木蓮賛歌」

(船田さん作）

で
き
る
、
陶
磁
器
以
外
に
は
な
い
と
考
え
、

お
の
れ

こ
の
仕
事
を
己
の
内
か
ら
出
て
く
る
も
の

と
し
て
、
必
死
の
思
い
で
選
び
ま
し
た
。

陶
磁
器
科
を
卒
業
し
て
も
、
就
職
と
て

ろ
く
に
あ
る
わ
け
で
な
く
、
一
人
の
先
輩

し
が
ら
き

も
い
な
い
信
楽
へ
勉
強
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
物
陶
器
の
制
作
を
学
び
、
焼
き

物
で
生
活
し
て
い
る
人
々
を
知
り
ま
し
た
。

む
す
二

官
吏
だ
っ
た
父
は
、
息
子
の
思
い
切
っ
た

選
択
を
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、

少
し
づ
つ
焼
き
物
に
つ
い
て
理
解
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
四
年
目
に
閉
山

に
な
っ
た
高
萩
炭
礦
（
大
心
苑
）
で
、
陶

芸
工
房
を
建
設
す
る
計
画
を
知
り
、
こ
れ

こ
そ
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
ば
か
り
、
全
く

知
人
の
な
い
高
萩
へ
来
た
わ
け
で
す
。
当

か
ま

然
、
ロ
ク
ロ
か
ら
窯
だ
き
ま
で
、
一
環
し

て
や
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

東
京
生
ま
れ
の
ひ
弱
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト

な
鼻
の
男
が
、
焼
き
物
を
志
し
、
信
楽
で

独
身
時
代
、
高
萩
大
心
苑
で
陶
芸
教
室
、

そ
し
て
研
究
等
と
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
や
ボ
タ
山
を
初
め
て
見
た
り
石

が
い
ろ
め
ね
ん
ど

炭
と
共
に
蛙
目
粘
土
も
出
る
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。
笠
間
や
益
子
の
も
の
で
な
い
焼

ゆ
う
や
く

き
物
を
目
指
し
、
釉
薬
の
研
究
、
そ
し
て

あ
わ
ゅ
う

泡
釉
の
基
礎
を
開
発
１
．

最
近
は
、
県
北
地
方
種
々
の
粘
土
で
試

作
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す

ぐ
に
は
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
か
つ
て
の

徳
川
斉
昭
公
の
時
代
、
陶
業
拡
大
政
策
も
、

こ
れ
ら
の
士
を
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

ま
た
、
こ
の
土
で
陶
芸
教
室
を
や
っ
て

み
よ
う
か
？
な
ど
庭
に
山
と
積
ま
れ
た
粘

土
を
見
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す

＝

｢高萩の動物」 -④シリーズ

ら
、
も
う
二
○
年
余
り
蝶
が
好
き
で
、
採
集
な
ど

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
姿
が
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
蝶
も
い
ま
す
。

国
蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
の

私
に
と
っ
て
、
憧
れ
の
蝶
で
し
た
。
そ
の
蝶
を
見

て
み
た
い
、
採
っ
て
み
た
い
ば
か
り
に
、
夏
休
み

に
な
る
と
自
転
車
で
駆
け
ま
わ
っ
た
も
の
で
す
。

く
ぬ
ぎ

高
萩
小
学
校
の
坂
に
あ
っ
た
櫟
の
木
、
秋
山
、

和
野
あ
た
り
の
い
そ
う
な
と
こ
ろ
に
、
何
度
も
行

い
る
の
で
す
が
、
蛾
は
今
ま

で
に
き
ち
ん
と
調
べ
た
記

録
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
い
っ
た
い
何

種
類
い
る
の
か
、
全
く
わ

か
ら
な
い
状
態
で
す
。
恐

ら
く
、
蝶
の
十
か
ら
二
○

倍
く
ら
い
の
種
類
が
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か ふ

ゆ
し
年
く
が

今
年
も
正
月
か
ら
、
冬
尺
蛾
が
飛
び
出
し
ま
し

た
。
も
う
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
、
菜
の
花
に
来
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
に
約
二
三
○
種
い
る
と
い
う
蝶
の
う
ち
、

高
萩
市
で
は
九
五
種
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
一
か
ら
二
種
は
採
れ
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
が
、
記
録
が
古
く
、
標
本
も
な
く
、
実

物
が
採
れ
る
ま
で
は
確
実
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
市
内
の
蝶
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
程
度
わ
か
っ
て

ち
よ
う
が

高
萩
市
の
蝶
・
蛾

し
ゅ
ん
じ

有
賀
俊
司
さ
ん
（
蝶
・
淡
水
魚
）

〈
．
）

③

き
ま
し
た
が
、
姿
す
ら
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

高
校
生
の
時
に
、
松
岡
で
と
う
と
う
田
ん
ぼ
の

中
の
柳
の
木
に
止
ま
っ
て
い
る
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

を
見
つ
け
ま
し
た
。
網
に
入
れ
て
、
震
え
る
指
先

で
蝶
の
胸
を
押
さ
え
た
こ
と
を
、
今
で
も
あ
り
あ

り
と
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
四
、
五
年
は
、
毎
年
必
ず
何
匹
か
は

あ
ぜ

見
ら
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
田
や
川
の
畔
の
柳
や
、

そ
び

え
の
盆

家
、
屋
敷
に
誓
え
て
い
た
榎
が
切
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

は
し
ば
み

た
。
田
の
畔
の
榛
の
木
に
い
た
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
も
、

木
と
い
っ
し
ょ
に
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
さ
び
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
て

も
、
一
方
で
ま
な
お
へ
７
も
建
在
な
喋
が
八
ま
す
。

｜
方
で
は
な
お
今
も
健
在
な
蝶
が
い
ま
す
。

め
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
蝶
や
蛾
に
つ
い
て
調
べ
て
、

「
高
萩
の
動
物
」
に
ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ム
モ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
は
、

は
ね

初
夏
の
夕
刻
、
赤
い
翅
を

集
ち
ら
つ
か
せ
て
、
田
や
畑

採日
に
囲
ま
れ
た
二
○
本
程
の

函
キ
駅
櫟
の
幟
を
飛
び
回
っ
て
い

銅
元
鞆
ま
す
。

市
ム
Ⅳ
ま
だ
ま
だ
高
萩
に
は
、

萩
オ
伽
ず
ぱ

美
し
い
自
然
、
素
晴
ら
し

高
オ
▲
い
蝶
や
蛾
の
営
み
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
つ

蕊蚤
、

14



丹
生
神
社
の
棒
さ
さ
ら
が
復

活
し
て
七
年
目
、
「
丹
生
さ
さ
ら

保
存
会
」
が
出
来
て

軌
道
に
乗
っ
た
今
、

《
室
新
た
な
活
動
を
見
せ

存
て
い
ま
す
。

保
丹
生
神
社
の
棒
さ

ｑ
胡
継
鯉
鰊
礪

介
さ
が
復
活
し
た
今
は
、

乖
生
ぬ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ル
丹
っ
大
事
な
役
割
り
を

グ
「
子
ど
も
時
代
は
良

し

〃
刀
勾
１
１
さ
い
力

、
胡
継
鯉
瞬
磯
糊
那
洲
陪

岬
さ
が
復
活
し
た
今
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
な
ら

《
生
ぬ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保

彬
丹
っ
大
事
な
役
割
り
を
担
っ
て
い
ま
す
．

／
「
子
ど
も
時
代
は
良
く
遊
ん
だ
地
元
の
同

ア

級
生
同
士
も
、
今
で
は
つ
な
が
り
が
な
い
、

そ
れ
に
、
伝
統
あ
る
松
岡
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
昔

し
の

を
偲
ぶ
も
の
が
な
い
…
…
。
そ
の
時
に
〃
さ
さ
ら
〃

,二,砂が広がる高海
萩の海岸線においの

て, いにしえより幸めいぴ

風光明媚と称賛を 、

博した高戸海岸， 言

茨城の自然100選回

靴墓然晨
した｡ =岸

舎明神山を背にした今川漂酬悪:篶海
一

した。 岸
20～30mの高さをもつ海食崖，遊歩道「万葉の

道」から見下ろすと，勢いよく波が砕け， その怒

とうを足もとに感じます。

以前，漁労長を務めた今川正さん(高戸) , 「6月 1

から9月にかけて， アワビ， カキ， ウニと， たく 茨
さん捕れたものです。アワビは3寸3分以上と， 城

､黙を…束ごとがあり誉Lた"と,馳元に鴬：
かな海の幸をあたえてくれた昔を懐かしんでいま 鉄
した。 ハ'､

1間半(2.7m)という小さな入江の小浜は，か○

じとりと船頭の呼吸が合わないと転覆してしまう ○
、己己

ため,大津や川尻の船頚言んにいやがられたそう 常
です。 ！~－

ルつ‘

父親に連れられ船に乗り，帰I)の船が小浜の明 （
神山に近づくと，頭のはちまきを取ります。当時 ）
小学生だった今川さんにも帽子を脱ぐようにいわ

れたそうです｡「きっと，無事に帰れたことの感謝

を表わしていたのでしょうね凶と，話していまし

た。今では，波に削られ， 明神l_1｣の社務所ごと波間に消え

てしまったそうです。

「思い出深く ， そして恵まれた漁場， 自然にまかせておい

ては自然に壊されてしまう。国のリゾート開発｢C、C.Z.

計画」という人の手により， よい方向になるように見守っ

ています凶と，結んでいました。

少
な
い
時
間
で
の
活
動
は
、
た
い
へ
ん
苦

労
し
ま
し
た
よ
山
と
、
青
年
部
会
長
の
樋

口
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

保
存
会
が
で
き
た
時
は
、
男
中
心
の
活

動
で
し
た
が
、
今
で
は
〃
さ
さ
ら
婦
人
の

つ
ど
い
〃
も
で
き
、
忘
年
会
や
料
理
会
と

婦
人
の
会
も
さ
か
ん
の
よ
う
で
す
。

「
さ
さ
ら
を
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

も
ち
ろ
人

の
は
勿
論
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る

人
づ
く
り
を
大
事
に
活
動
を
進
め
た
い
い

の
出
現
、
丹
生
神
社
氏
子
全
体

で
構
成
す
る
保
存
会
（
青
年
部

二
十
八
人
、
会
員
戸
数
約
九
○

戸
）
が
で
き
ま
し
た
。

休
日
や
夜
を
利
用
し
て
、
お

年
寄
り
か
ら
昔
の
話
を
集
め

た
り
、
笛
や
太
鼓
を
習
う
な
ど
、

ﾐー

と
話
す
樋
口
さ
ん
、
家
族
ぐ
る
み
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
会
、
ス
キ
ー
ッ
ァ
ー
と
、
季
節

を
通
し
て
行
事
を
催
し
て
い
ま
す
。

丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
を
中
心
に
、
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
今
で
は
、

ゆ
る
が
い
棒
さ
さ
ら
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。★
ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

と
き
四
月
十
六
日
側

午
前
十
時

か
ら
午
後

一
時
ま
で

と
こ
ろ

下
手
綱

「
丹
生
神

社
」
境
内

ー

昨年の丹生神社

のささらですP

せ
わ
し
い
口
調
で
口
上
ま
で

教
え
こ
ん
だ
鬼
ば
ば
あ
（
妻
）

か
ご

は
、
戸
棚
の
す
み
の
篭
か
ら
古

え
ぽ
し
か
き
い
ろ
か
た
び
ら

び
た
烏
帽
子
、
柿
色
の
帷
子
、

は
な
だ

あ
い

緤
色
（
薄
い
藍
色
）
の
上
衣
と

ょ
か
米袴
を
取
り
冊
し
て
、
夫
に
着
せ

た
。
「
い
い
か
い
、
び
く
び
く

し
な
い
ん
だ
よ
。
腰
を
ぐ
っ
と

そ
ら
し
て
、
首
は
ど
う
ど
う
と

前
に
向
け
て
、
大
声
で
名
乗
っ

て
い
く
ん
だ
よ
哩

烏
帽
子
の
チ
リ
を
は
ら
っ
た

り
、
髪
を
な
で
つ
け
た
り
し
な

ぼ
く
し
ふ
う

が
ら
、
妻
は
乏
少
の
前
に
立
っ

た
り
、
後
ろ
に
ま
わ
っ
た
り
し

て
、
さ
も
満
足
げ
に
い
っ
た
。

「
こ
ん
な
ふ
う
に
烏
帽
子
を
つ

け
た
り
す
る
と
、
わ
た
し
の
親Ｌ二

元
に
は
じ
め
て
、
あ
ん
た
が
婿

入
り
し
て
き
た
と
き
を
思
い
出

す
ね
え
。
や
れ
や
れ
、
お
ま
え

さ
ん
も
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て

な
か
な
か
の
男
つ
ぶ
り
じ
ゃ
な

い
の
さ
〕

乏
少
は
教
え
ら
れ
た
と
お
り
、

薬
を
二
粒
飲
ん
で
出
か
け
た
。

高萩⑳薔話と

民俗

に、つ びり嫁｣の話

（8）

途
中
、
お
腹
の
皮
が
つ

っ
ぱ
っ
て
、
雷
の
よ
う

に
ご
ろ
ご
ろ
鳴
る
の
を
、

吉
子
せ
人

二
一
一
口

お
尻
の
穴
に
栓
を
し
て
、

必
し
は
ち
浪
人

田
南
無
八
幡
と
祈
り
な
が

ら
先
を
急
い
だ
。

士
心

と
こ
ろ
か
わ
っ
て
、

い
ま
で
が
わ

こ
こ
に
今
出
川
の
中
将

わ
か
と
の

殿
と
い
う
、
若
殿
が
い
た
。
遊
び

ご
と
が
大
好
き
で
、
気
に
入
る

と
ほ
う
ぴ
を
ど
っ
さ
り
く
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

’
一
一
一一

一

_こ宝

一

▲御伽草子にみえる道を行く人々
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夢
を
実
現
し
た
い

「
実
佳
ち
ゃ
ん
、
十
段
合
格
お
め
で

と
う
〕
と
、
池
田
先
生
（
土
浦
市
在
住
）

に
言
わ
れ
た
時
は
、
何
と
も
言
え
な
い

く
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
で
い
そ
が
し
く
な
っ
て
大
変
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
困
難
に

立
ち
向
か
っ
て
勝
て
る
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
国
民
珠
算
競
技
大

会
で
ソ
ロ
バ
ン
日
本
一
に
な
り
た
い
と

い
う
目
標
を
、
ゆ
め
で
終
ら
せ
な
い
で

実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ら
い
事
を
の
り
こ
え
て
き
て
、

段
と
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

昨
年
ま
で
、
二
年
連
続
小
学
生
そ
ろ

ば
ん
日
本
一
の
座
を
獲
得
し
て
い
た
高

久
実
佳
さ
ん
、
余
年
二
月
に
は
、
そ
ろ
ば

ん
最
高
位
の
十
段
を
手
に
し
ま
し
た
。

出
題
の
乗
・
除
暗
算
は
、
一
題
三
秒

以
内
で
答
え
を
耆
か
な
い
と
満
点
は
取

れ
な
い
そ
う
で
す
。
十
段
獲
得
者
は
、

県
内
で
六
人
目
、
小
学
生
で
は
県
内
最

年
少
と
い
う
秀
抜
さ
で
す
。

今
春
、
中
学
生
に
な
る
実
佳
さ
ん
の

夢
は
？

そ
ろ
ば
ん
加
段
～
県
内
最
年
少
～

高萩小6年
み か

高久実佳さん

（下手綱）

①ぼくのきちわ渥竺喧堯?=ちつくり児童画ｺﾝｸｰﾙの

シ

★最優秀賞★

応
募
総
数
一
、
二
五

）

『
五
点
の
中
か
ら
、
三
九

喝
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞

後
を
受
け
ま
し
た
高
萩
市

鐸
内
の
子
ど
も
た
ち
の

ＯＱ
ｌ
絵
と
、
未
来
を
想
像

↓ズ》

し
た
文
を
紹
介
し
ま

一
＄
」
丁
、
」

：
‐

こ

す

。

一
〃
十
年
後
の
ま
ち
は

舞
雛
噸
撫
浮

嶬
十
士
町
に
住
む
小
学

の
四
年
生
を
対
象
に
募
集

レ
し
ま
し
た
、
ま
ち
づ
く

ノー
り
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

一
の
審
査
が
、
三
月
二
日

一
㈱
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ウール

一二二

小川裕美さん

（高萩小）

★

一
月
二
日
壱
員秀

《
し
た
。

優★

L型

★優秀賞★

飯田臺人＜ん

（秋山小）

郡司明子さん

（高萩小）
おとなも子どもも楽しめるまち

宇宙たんけんしているかも

わたしは， テレビに出てくるビルな

どを見て， 自分で考えたまちを絵に書

異土1ナ壷
ごふしノーO

わたしが20歳になったころは， きっ

とまちじゅうがにぎやかで， ビルやホ

テルなどが建ち，野球場テニスコー

ト， アスレチック， とう台もあるでし

ょう。そんな高萩市になると思います。

おとなも子どもも楽しめるまちにな

るといいですね。

緑
を
な
しく
てさ
ほな
しい

いよ
つ

に

10年後の高萩は，街よりも山村地帯

が開発され， スキー場や緑を生かす公

共しせつなどが多く出きて， きれいな

水をためる小山ダムが出来ます。そし

て， たくさんの人々がおとずれ，交通

が今よりも便利になると思います。

私も， スキー場が出来たら， スキー

を楽しもうと思います。なるべく緑を

なくさないようにしてほしいと思いま

す。

今から10年後の交通は，すごく便利

になっていると思います。道路は電気

がとおり，雪が積もっても熱でとけた

り，パイプウェーにすいこまれて歩か

なくてもすむかもしれません。未来は

人間よりロボットが多くなっていて，

建物もビルが多くなり， その下を地下

鉄が，深く深く走っていると思います。

地上に出ている電線は地下に入り，雪

がふってもこまりません。

10年後のぼくは20歳， ロケットに乗

って宇宙たんけんしているかも”･“｡。

（
）

礎《"""■#澱群Ⅳ ■i ； MM崎萩寵)%

小野理恵（松岡小）

坂田陽介（松岡小）

美芳大輔（松岡小）
桜井雄輝（松岡小）

大内あやこ （松岡小）

大塚伸治（東小）

杉山美桑先（東小）
高堀 篤（高萩小）

飯島萠蔀（高萩小）
高松 優（秋山小）

| ｣m最優秀&賞 立
心
鈴
宗
森
蛭
井

優秀賞

深沢純恵

（中郷第一小）

神田敦史

（中郷第一小）

佳
子
子
烏
美
子

華
亮
飛
初
容

華
亮
飛
初
容

珪引＃ 作 』 ｡ i1』；
繁樹（中郷第一小）

玲子（富士ヶ丘小）

久美子（中妻小）

由紀江（明徳小）

里美（大津小）

“& IIIIi縦撫猟＃iIM"
（精華小） 関根

（精華小） 駒橋

（精華小） 渡辺

（精華小） 豊田

（精華小） 谷藤

木
田
上
田
芹

西ヶ花紗矢

（中妻小）
北茨城市

(櫛形小）

(櫛形小）

(櫛形小）

(櫛形小）

(櫛形小）

彩

孝昭

のぞみ

智美

千香

(櫛形小）

(櫛形小）

(櫛形小）

(山部小）

(高原小）

根本千恵

（高原小）

中田いずみ

（櫛形小）

広木

佐々木

前田

紺谷

沼田

芹
清
森
植
根

沢
水
山
木
本

一
子
紀
亘
一

知
浮
真
友
幸

中野早苗

（山部小）
十王町

1S



し叶いのひろば
火災予防運動の
たこあ

凧揚げ大会 ～高萩小学校～

昭和63年度高萩市

高齢者大学卒業・修了式
市民のひろばのコナーは，みなさん

の身近に起こった話題や行事声を紹介

しています。今回も，たくさんの話題を

お寄せいただきましてありがとうござい

ました。次回もどしどしお寄せください。

お待ちしていま～す。

☆あて先･“…市民活動課広報広聰係

（壷23-21 11内線262）

3月6日（月） 中央公民館で，昭和63年

度高萩市高齢者大学卒業・修了式が行わ

れ， 48人が卒業証書を手にしました。

「よりよい地域づくりの担い手になれる

ように努めたい凶と，卒業生のみなさん

が， これからの抱負を話していました。

写真の椎名浪江さん（中戸川）は，卒

業までの4年間，一日も休まず出席し，

皆勤賞を受けました。

このあと，「高齢者の生きかた」と題し

て，西山研修所の勝問田浩所長の講演会

が開かれました。

3月4日仕） 高萩小学校の運動場で，

5年生全員による，火災予防運動の凧揚

げ大会が行われました。

一人ひとりが火災予防の標語を考え，

それを手作り凧に書き，一斉に揚げまし

た。

子どもたちの防火標語で,最優秀賞(消

防長賞）に選ばれたのは，佐々木知之<

んの標語‘‘役に立つ指さしかくにん火

の始末”でした。

灘驚嬢灘驚

に
贈
「
交
通
事
故
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し

人
寄
よ
う
。
車
を
運
転
す
る
人
は
、
特
に
親
か
ら
初

４
を
め
て
離
れ
て
通
学
す
る
小
学
校
の
新
入
生
に
気

》
》
峠
封
州
州
桶
轆
朧
》
帰
一
吋
罪
誼
醍
鋤
硫
幟
恥
″

学
通
五
一
画
人
分
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
交
新第16回高萩市社会福祉大会 青少年育成20周年記念式

…蚕3℃3月22日(加文化会館で，第16回高萩

市社会福祉大会が，関係者約600人の参

加で開かれました。

大会の席上，福祉活動に理解を寄せて

熱心な社会福祉活動の向上に努められた

39人と6団体が表彰されました。

3月11日仕） 高萩ビーチガーデンで，

青少年育成20周年記念式典及び祝賀会が’

約140人の参加で開かれました。

高萩市青少年センターが設置されてか

ら20周年を迎えました｡この間，地道な

活動を続けてきました51人の相談員のみ

なさんに，茨城県よりばら賞が贈られ，

高萩警察署長から伝達されました。

また， 同様に，高萩市長．教育長．高

萩警察署からも， 「青少年健全育成功労に

よる感謝状｣が,51人に送られました｡

ー

「パソコンって何？」をテーマに’ 3

月19日(日)，勤労青少年ホームで行われた

パソコン探険のつと曇いには, 40台のパソ

コンにかわるがわる約300人のみなさん

が参加しました。

とくに小， 中学生が多く，初めてでも

すぐに打ち方を覚え， ファミコンやゲー

ムにも挑戦していました。

かしに打挑

パ
ソ
コ
ン
探
検
の
つ
ど
い

に
加
く
に
も

ン
参
と
ぐ
に
～
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
～

三
月
二
十
六
日
⑪
横
川
小
学
校
で
、

地
域
の
み
な
さ
ん
な
ど
二
百
人
が
集
ま

り
、
閉
校
記
念
式
を
開
き
、
開
校
か
ら

一
ニ
ハ
年
余
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
校
を
迎
え
た
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の

母
校
、
そ
の
思
い
を
刻
ん
だ
記
念
碑
を

校
門
の
入
口
に
建
て
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
一
人
は
松
岡
小
学
校

へ
、
入
学
を
迎
え
る
一
人
を
含
む
三
人

は
君
田
小
学
校
へ
と
進
み
ま
す
。

横川小学校閉校記念式
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圏圏画園画園圃画園下水道の改造資金の融資あっせん制度ができました圃画画園園画画画圃

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
そ
ろ
そ
ろ
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
よ
う
か
と
、
考
え

て
い
る
か
た
に
、
耳
よ
り
の
お
知
ら
せ

で
す
。下
水
道
組
合
で
は
、
表
１
１
に
あ
り

ま
す
内
容
の
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

対
象
に
な
る
の
は
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
三
年
以
内
に

排
水
設
備
工
事
を
行
う
か
た
で
す
。

ご
利
用
を
希
望
す
る
か
た
は
、
排
水

設
備
工
事
を
た
の
む
指
定
工
事
店
に
、

融
資
あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
手
続
き
を

し
て
く
だ
き
い
。

高
萩
市
内
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店

は
、
表
ｌ
２
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

表－1

融資あっせん （無利子）

くみ取り便所改造浄化槽改造

300,000円以内 150,000円以内

融資あっ

くみ取り便所改造
項 目

1 便槽め

2便槽めから 150,000円以内 150,000円以内
36か月 （3年）以内

市税納税証明書（本人・保証人）

印かん証明書 （本人・保証人）

給与証明言または所得額証明害(本人）

返済期間

申請書添付書類

◎下水道が使えるようになってから1年間は，何槽でも数

に制限なく融資します。 使
用
料
の
計
算
方
法

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、
下
水
道

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
使
用
水

量
を
も
と
に
、
使
用
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
道
水
、
井
戸
水
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
こ
と
を
基
準
に
表

３
に
あ
て
は

め
て
使
用
料
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

Ｕ
水
道
水
を
お
使
い
の
か
た

水
道
の
使
用
水
量
に
よ
り
使
用
料

を
計
算
し
ま
す
。

●排水設備指定工事店一覧表 <表 2〉 （敬称略）

㈱神永工業所 樫村幸一 ｜ 安良川920
大松政雄 大和町1-29

樫村幸一 23－3131

22－271 1大松設備工業

鈴木電工社 鈴木冨義 有明町1-'5Ⅱ
滝 延博 下手綱774炉と

(屯 延博

５
３

６
４

０
４

３
５

２
２
２
２

ー

大勝工業㈱高萩営業所

豊田工業所 豊田見龍 秋山1477

秋山1456

１
５

７
７

５
５

３
４

２
２
２
２下山田管工所

㈲常北住宅設備

㈱カセ住宅設備機器

下山田利雄

磯野武美 高萩797 9 23 5653 ○
井
戸
水
を
お
使
い
の
か
た

使
用
水
量
を
一
人
一
か
月
六
㎡
と

み
な
し
て
、
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。

○
水
道
と
井
戸
の
両
方
を
お
使
い
の
か
た

水
道
使
用
水
量
に
井
戸
水
一
人
一

か
月
三
㎡
を
加
え
た
も
の
を
使
用
水

量
と
し
て
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。

◎
消
費
税
は
、
計
算
し
て
出
た
使
用
料

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

高浜町3-87加瀬英治 １
６

２
９

３
８

６
２

３
２
２
２やすのり

菜花保典㈱ナバナエ業

加藤ポンプ店

高浜町1-64

加藤春義

皆神賢一

春日町3-35

上手綱613

春日町3－35 1 22－2871

ミ カ ワ設備 ２
５

３
５

２
５

２
５

３
３
２
２㈲共立住設機器 村田 保 大和町4-23

表－3

一般汚水

使用水 下水排除量
下 水 道 使 用 料 （lか月）

（
）

使用料の納入方法

’ 使用料を納めていただく方法

は，次のようになります。

○水道をお使いのかた

水道料金といっしょに口座

振替， または各金融機関で納

めていただきます。

○井戸水だけをお使いのかた

各金融機関へ納めていただ

きます。

※詳しくは， 日立・高萩・十王

広域下水道組合（念32 5595）

へとﾟうぞ。

水道水水道使用

使 用水 量 q計算例b水道水の使用水量が24㎡の場合

基本料金1,300円(10㎡まで）

“,鯛料2"00NGIMz::鰐淵削:に'洲 ）
計 3,300円

水道水以 使用料の計算は，水道水使用と|司じです。

外の水を高萩．十 q計算例し 4人家族で井戸水を使用している場合

紗)ゞ“ 認定水量 世帯人員 使用水量 使用料

1人月6㎡× 4人 ＝ 24㎡ ．…･ ･3,300円

基本使用料10㎡まで 超過使用料（1㎡につき）
浴場 汚 水

1 ， 100円 1 10円

使用料の計算は，水道水使用と|司じです。

q計算例し 4人家族で井戸水を使用している場合

認定水量 世帯人員 使用水量 使用料

1人月6㎡× 4人 ＝ 24㎡ ．…･ ･3,300円
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基本使用料

、

O～10まで

円

1，300

超過使用料 （1か月）
’
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円

150
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円
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160 170
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円
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円
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新しい

公平委員さんです

魚

4月1日付 §

市役所の人事異動のお知らせです；
黛務部屋矢代正山敵青委輿会…長,ﾏ建設部：
長-林泰治I都市計画灘長)▼高萩市十工町事務組：
合事務局長＝今川誠(衛生課長)▼市長公室参事一大＃

越隆(高萩市・十王町事務組合事務局長)▼教育委員§
会教育次長-大部浩志(参事燕水道課長'▽参事兼水道：
課長＝神代芙男(建設課長)▼参事兼中央公民館長兼文&

撫憲鱈鯛鯆鯛鷲羅I
広域下水道組合参事兼工務課長＝中野里士（総務部副§
参事） §

&
《課 長》

▼都市計画課長-霞川好美旧立高萩十工蝉下水道：
組合工務課長)▼農業委員会次長－小沢正敬(民生部副＃
参事)▼経済部副参事－小野操(農業委員会次長） ＃
▼保険年金課長=江尻寛(監査委員事務局長)▼福；
祉事務所長＝小野昭(保険年金課長)▼監査委員事＃
務局長＝藤田泰治(建設課長補佐)▼建設課長一大§
高渉《経済部副参事)▽衛生課長=擁原友寿(税務課：

照蕊蕊蕊劇鯉繍蕊蕊；
係長） ＃
《課長補佐》 ＃

▼企画開発課長補佐兼開発係長＝松本三郎(社会教育課&

長補佐兼社会体育係長}▽市民課長補佐兼管理係長=火：
高重行(企画開発課長補佐兼開発係長)▼保険年金課長§

補佐兼国民健康保険係長＝野中嘉明(保険年金課国民健§

康保険係長'▽典化会館長補佐兼文化会館係長-鈴木末；
男(文化会館係長)▼職員課長補佐兼職貝係長一大部弘&

職員課職員係長j▽市民活動課長補紘兼市民活動係長：
＝井下勲(市民活動課市民活動係長）

&
《係 長》 §

顛聴騨撫鑿鱸熱繊鰄淫
=島崎武細高萩北茨城広域工業川水道企業団業務係：
長)▼高萩市・十王町事務組合庶務係長＝鈴木修司(議：

会事務局議事係長)▼議会事務局議事係長＝佐川俊幸＊

旧立高萩'壬広域下水道組合財務係長)▽日立高：
萩･十王広域下水道組合財務係長＝土l1皮栄(庶務課主&

任)▼保険年金課国民年金係長＝椎名忠義(高萩市．十§

工町事務組台庶務係長)▽社会教育課社会体育係長-鈴；
木幹博(税務課主任)▼監査委員事務局係長＝小野清二＃
(衛生課主任)▼秘書課秘書係長＝豊田令一(勤労青少年§
ホーム館長)▼勤労青少年ホーム館長＝飯[H義雄(文化&
会館主任'▼教育委員会庶務課庶務係長=伯叶,きよ子；
(福祉事務所主任)▼福祉事務所庶務係長＝大森滋久(市＊
民課管理係長)▼都市計画課施設係長＝斉藤栄(建設§
課土木係長'▽建設課土水係長-坂場博一健設課主任) ：
《新 採》 §

●渡辺忠紀＝農林課●蛭町衛＝財政課●二田雅史＝&

庶務灘･小室惟子=保険年金課･池“代=秘書課･神：
代日路子＝福祉事務所●真山めぐみ＝市民課●鈴木圭§

=Jz=商工観光課･武藤久美f－衛生課･皆川優¥=秋：
山幼稚|刺

&
《平成元年3月31日退職》 8
○佐川好和(市長公室参事)○小池正人(総務部長)○矢§

吹和典健設部長1画遠藤幸男(市長公室副参事1画高橋：
善二郎(水道課副参事)○大高萩野(教育委員会庶務係8

厘)｡永山聞手(市民調c風間みのる(庶務課'･和知澄：子(財政課）

3月に開かれた平成元年第1回高萩

市議会定例会で，新しい公平委員会委

員に，黒沢光壽さんが選任されました

任期は， 3月28日から4年間です。

☆公平委員会とは．…． .？

市の職員の勤務条件に関する措置の

要求を審査，判定，及び必要な措置を

とることなどが主な仕事です。

☆現在の公平委員会委員

小島英雄さん（上手綱）

鳥居塚章さん（大和町）

蕊
辨
蕊
鐙
鋒

みつじゆ

黒沢光壽さん
（安良川）

「
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も
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そ
こ
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今
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生
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ごみの埋立処分地（2期工事）が完成

燃
や
せ
な
い
ご
み
（
不
燃
物
）
や
、
焼

却
炉
の
灰
な
ど
を
埋
立
処
分
す
る
最
終

処
分
地
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
高
萩
市
・
十
王
町
事

務
組
合
が
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
完
成

し
た
最
終
処
分
地
の
二
期
工
事
と
し
て
、

現
在
、
埋
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立
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を
行
っ
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い
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分

地
（
赤
浜
）
の
上
流
域
に
建
設
し
ま
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た
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（
建
設
費
の
一
部
に
、
年
金
積
立
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還
元
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を
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け
て
い
ま
す
。
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一
期
工
事
埋
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処
分
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と
同
じ
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、

ご
み
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理
に
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う
二
次
公
害
の
防
止
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そ
し
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安
全
性
を
図
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
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活
環
境
を
守
っ
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ゆ
く
、
管

理
型
埋
立
処
分
地
で
す
。

◎
ご
み
埋
立
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地
の
概
要

埋
立
地
面
積
一
一
、
五
○
○
㎡

埋
立
容
量
九
五
、
六
○
○
＄
、

ー

常陸大津の御船祭～北茨城市～

と き 5月3 1J"

午前8時～午後6時30分

（神船は，午後1時から5時30分）

ところ北茨城市大津町

※詳しくは，北茨城市観光協会(市

役所商工観光課盆0293-43

1111内線362）へどうぞ。

と き 4月8日仕)～5月7日（日）

午前9時30分～午後4時30

分（月曜日休館）

ところ郷土博物館

観覧料 700円（小・中・高校生

は無料， 20人以上の団体は

1人500円）

※詳しくは，郷土博物館(a0294

23 3231）へどうぞ。

『
近
代
日
本
洋
画
の
流
れ
』
展

～
日
立
市
～

蕊
｢婦人像」
宮本三郎作

1巳
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重化含鬮もよおしも⑳

◇それぞれの青＝帽の山霧草晨の作品募集：
きらめくあの頃 山野草に趣味をもつ愛好者の展示発；

「フラザース・フォア 表会を開きます。今年は，質問コーナ I|
錘能?』周任詔今秀蒲， －．即売コーナーを設けます。 ､，

雄1

' 1

111．映画鑑賞会
l l
l I

I ～東映まんがまつり～
窪i鴬蕊ご護鐺鶴蝋○おそ松くん
券:蕊藍ざ§…” ○ひみつのアシ

1m
はる Nll

l l｜ 中学生以下700円（当日各200円増) ･グリーンフイールズ，遥かなるアラ 2日(火), ただし,300点になり I|
iI m

lll ★前売券発売中です。 モ, 500マイル, 7つの水仙， ほか。 しだい締め切ります。 I

；ブレイカイド 出展品数 ’人5点以内 I
11 I
II 田所書店，仲屋耆店，深谷書店， コミュニティストア上島名ねもと.高浜やお 申込先高萩市文化会館 h
lII MI

lI けん，野木商店，文化会館(a23-7411) I
l I lH

1l誉ニーーー壷……雪‘雲壹一曇=一一一屋……＝－=－雲一一……空奮…=一一=三一……‘崖一=＝三一=‐=……一一==－－－壹害………－－=－－＝…』

一・

◎一部の施設使用料，手数料に消費税がかかります いもⅡi"(《蟻蕊葺妻葺』 ’い".＃庵奮疑fL

高萩市の一部の施設使用料や手数料に， 4月l

日仕)から消費税がかかることになりました。

消費税のかかる施設については，右の表をご覧

ください。

これからも， たくさんのご利用をお待ちしてい

ます。

◎円寸税務署からのおしらせ ， ；
M

消費税は，広く薄く税負担を求める税金です。

消費者のみなさんが， 買い物をしたり，食事を

したりすると，その価格の3％を税金として納め

ていただくことになります。

また，消費税の実施にあたって，所得税，個人

住民税の大幅な減税のほか，相続税，酒税の改正，

物品税等の廃止などを行って，円滑な消費税の導

入に配慮しています。

したがって，消費税の実施にともなう物価上昇

による消費支出の増加を差し引きでみると， ほと

んどのサラリーマン世帯の負担が軽減されること

になります。

消費者のみなさんが納めた税金は，製造，卸し，

小売りの各事業者が，それぞれの取引段階ごとに

税務署へ納める仕組みになっています。

このように消費税は，事業者の販売する商品や

サービスの価格に次々と税が転嫁され，最終的に

は消費者が負担することになります。

この税の転嫁については，事業者が販売する商

品に消費税が含まれていることを明示し，一物二

価が生じないように配慮しています。

以上のような形で，適正な税の転嫁が行われる

限り，みなさんの生活に大きな影響はありません

ので，消費税に対する消費者のご理解をお願いし

ます。詳しくは，日立税務署(念0249-21-6346)へ。

｜納めていただく消費税消費税がかかる施設の使用料など

市営駐車場 月ぎめ駐車場4,000円(平成元年4月改正)など’

6㎡以内

園高萩'狼園 6㎡を超え8㎡以内
8㎡を超え9㎡以内

高萩第2 9㎡以内

２
２
３
３

額
額
額
額

年
年
年
年

200円

400円

000円

000円

3％

ただし， 1()円未満切り捨て
霊

市立幼稚園入|刈料 園児1人につき 2,500円

市営住宅家賃

公民館

文化会館

家賃

体育館

勤労青少年ﾎｰﾑ

市営野球場

高浜運動広場

老人いこいの家

算川した合計金額の3％

ただし, 10円未満切り捨て

使川料

使I1料 1人1R200円

斎 場

し尿収集運搬

仙川料
3％

ただし， 1円未満切り捨て
（
》 手数料

ゴミ収集運搬

水道料金（基本料金，超過料金）及びメーター

使用料
水道料金

水道料金（基本料金，超過料金）工業用水道料金

)遮断棒は，車と接触すると上へ

跳ね上がります。あわてずに脱

出してください。

◎踏み切り事故防止

踏み切りで車が動けなくなった

り，遮断機がおりてとじこめられ

てしまったら， あわてずに次の行

動をとってください。

☆踏み切りで動けなくなったら

○踏切非常ボタンを押してください。

○非常ボタンのない踏み切りでは

発えん筒や赤色旗（灯）を， 円

形に振って列車を止めてくださ

い○

☆踏み切りで車がとじこめられたら

◎小児科を開設しました

高萩協同病院では， 4月から小

児科を開設しました。 さらに，入

院設備も整備してあります。

診察受付は次のとおりです。

○平日午前8時30分～午後4時

○土曜日午前8時30分～午前11時

※詳しくは,高萩協同病院(壷23

1122)へどうぞ。

～4月6日嗣～4月15日出は，春の全国交通安全週間です～ 巴□



弓日曜当番医⑦

Oご相談に

どうぞ

4月の市民相談室での行政相談，交

通事故相談は，次のとおりです。

（無料です｡）

行政相談： 4月13日嗣， 27日(桐

交通事故相談： 4月19日(水） 時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

◎第15回楽しく遊ぼうみんなの

広場へ集まれ－－／

◎第10回市民ゴルフ大会

参加者募集

◎高萩市高校生会

会員を募集します

親子そろって楽しい一日を過ごしま と き 6月11日(1 1)

しよう。広場の内容については，市報 ところ高萩カントリークラブ

5月号でお知らせします。 対象者一般（市内に居住， または在

と き 5月21日(日） 勤者に限ります｡）

午前10時から午後2時まで 参加料 3，000円

雨天のときは， 5月28日旧） 募集人員 200人

ところ高萩市森林公園 申込時間 5月23日(火)～31日勘まで

※詳しくは，教育委員会社会教育課 申込先参加料を添えて，市民体育館

a23-1131へどうぞ。 へa23-2552

．子宮がん集団検診のお知らせ 』蕊獄芳毒琴章？"？ ■

高校生のみなさん， たくさんの人と

の出会いの中で，高校生活をよりエン

ジョイしませんか.／

高萩市高校生会は，子ども会のサブ

リーダーとして，ゲーム指導を中心に，

各種子ども会活動に参加したり，高萩

市の行う各種社会教育関係事業にも，

積極的に参画するなど，ボランティア軍
(奉仕)活動を基本としている団体です。

申込先教育委員会社会教育課にて，

随時受け付けています。

a23-1131へどうぞ。子宮がんは，治りやすいがんとは言

われますが，早期発見でなければ， そ

の意味をなしません。 30歳を過ぎたら，

年1回は自分のため，家族のためにも

検診を受けて，安心しましょう。

対象者30歳以上の婦人で，市内に居

住の人

料金 400円

申込期間 5月8日(月)から1211㈱まで

申込方法電話， または直接衛生課へ

盆23－21 1 1 内線363

◎補装具巡回相談

★時間は， いずれも午前9時から正午

までです。

〈高萩市民センター〉

4月28日(金)…（補聴器を含みます｡）

5月26日(金）

6月30日（金）

〈北茨城市心身障害者福祉センター〉

7月28日㈲， 8月25日(金)， 9月29日（金）

※詳しくは，福祉事務所へどうぞ

S23-211 1 内線352

．F青年ふれあい塾'89」

戴牛募集

～今年から自主運営～

「夢｣を出し合い，共に語り，学び，

ぶつかり，人とのふれあいを通じて自

分を見つめ，そして自己を育てましよ
し し

う。そんな若き獅子たちを募集します。

資格市内及び'一王町に居住または，

勤務している人で， 20歳から

40歳の男女（既婚，未婚は問

いません｡）

募集人員 30人

参加料 3,000円

募集締切 4月30日(日)まで
ぉやけ

※詳しくは，小宅誠（念23-2269）

へお問い合わせください。

。｢経営セミナー｣参加者募集｡ノ ボ 》" f琴塞蕊誕い§
～(社)高萩冑年会議所・高萩市商工会胄年部～

､新時代に望まれる経営者を'三|指して ・ ところ高萩市商工会館大会議室

行こう./” との目的に，地域について， ・テーマ 「首都圏北部に位置する地

経営について考えていくセミナーです。 方都市の可能性について」
よしひ二

講師には，高萩市出身で， ビジネス ・講師鈴木令彦先生（長銀経営

の第一線で活躍している経営者をお招 研究所取締役社長）

きします。参加料は無料です。 ○第2回， 3回のセミナーは， 5月か

○第1匝1セミナー ら7月にかけて予定しています。

。と き 4月28日(金） ※詳しくは， 田所和雄(a22 3020)

午後7時から午後9時まで へどうぞ。

ー

◎5月は,自動車税の納期です ■!”:■i筆溌毒毒讓漁､§
～高萩県税事務所～

平成元年度の自動車税納税通知書は， 5月10日㈱ごろ送付します。

5月31日(火)までに，最寄りの金融機関でお忘れなく納付してください。

納税通知書が届かないかたは，高萩県税事務所(a22-2221, 2019)へお問い

合わせください。

ヨ1

5月7日

5月14日
十王医院

飯島医院

5月21日

5月28日

立花医院

内田病院大和町

宍戸医院｜安良川

東本町

大和町

十王町

22-3512

22 2235

32-3266

22－2137

23-2318

期 H

6月

1日(桐

2日(翁

5日(月）

6日(火）

7日(和

8［l(洞

9Ⅱ㈱

15『|(和

19日(月）

20日(火）

22日林』

会 場

○会場文化会館

○当日受付時間

午後1時から

1時30分まで
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この道，この夢，こ か
ら
が
見
せ
ど
こ
ろ
●
赤
津
憲
司
さ
ん
（
加
歳
・
下
手
綱
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●
労
働
大
臣
賞
受
賞
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一

鷺

る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
ん
で
す

よ
。
慎
重
に
、
そ
し
て
気
持
ち
を

集
中
し
て
向
か
わ
な
い
と
曲
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
四
と
、
話
す
赤
津

さ
ん
で
す
。

昨
年
五
月
に
開
か
れ
た
第
二
十

六
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
出
場

蕪
鮮
謎

妙

「
鉄
板
を
ま
つ
す
ぐ
に
切
断
す

・謎. ､

荷ン

、#｡＃
で ､

-,を
蝋
､

？:
1 H二
＃. L

タ 『:
典:‘

鍵ぞ

”竜観乃

＊、蛤、
‘ ,

玉
、、
通 駁

零
惑

鯉
、

農、、

1
．4

浮蕊

全
国
か
ら
三

二
二
人
が
出

場
し
て
、
技

場
し
て
、
技

ル
と
二
週
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
派
遣

の
栄
を
手
に
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ

の
優
秀
な
成
績
が
た
た
え
ら
れ
、
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
年
技
能
者
（
二
十

二
歳
以
下
）
の
技
術
向
上
を
目
的
に
開

か
れ
る
も
の
で
、
二
十
六
種
の
部
門
に

能
を
競
い
あ

い
ま
し
た
。

図
面
を
も

と
に
、
鉄
板

を
形
に
造
り

上
げ
る
の
が
、
構
造
物
鉄
工
で
す
。
赤

津
さ
ん
は
、
「
最
初
に
行
う
重
要
な
作

業
は
、
で
き
上
が
り
の
形
を
立
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
す
。
い
か
に
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
か
で
、
精
度
の
良
さ

が
決
ま
り
ま
す
四
と
、
話
し
て
い
ま
し

″

善意あｳがち

○神永俊彦さん （有明町）

50,000円 香典返しの一部

○高萩市建築組合

7,760円 社会福祉へ

○ ﾄﾞ山| H しげさん （秋山）

100,000円 快気祝い

○神永正弘さん （安良川）

100,000円 香典返しの一部

○松原栄子さん （下手綱）

15,000円 社会福祉へ

囮寄贈・図書館へ

古書寄贈

○杉坂厚子さん （安良川）

L ｮ

た
ｃ
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
も
の
を
作
っ
た

り
、
機
械
を
分
解
す
る
こ
と
が
好
き
で
、

高
校
進
学
は
迷
わ
ず
日
立
工
業
専
修
学

校
へ
進
み
、
卒
業
後
は
、
日
立
製
作
所

㈱
日
立
工
場
へ
就
職
し
ま
し
た
。

「
技
能
五
輪
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、

夢
で
し
た
。
職
場
の
椎
せ
ん
を
受
け
、

勉
強
の
機
会
を
得
、
県
大
会
で
優
勝
し
、

念
願
の
全
国
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

も
う
が
ん
ば
る
し
か
な
い
、
念
願
の
技

赤
津
憲
司
さ
ん
（
上
）
と
、
技
能

五
輪
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
時

の
作
品
（
右
）

◎申し訳ありませんでした。

市報3月号の善意の窓(P14)に

誤りがありました。正しくは，次

のようになります。おわびして訂

正します。

（善意の窓）
みつお

○泉 三男さん （高戸）

100,000円 香典返しの一部
よしまさ

○坂本義昌さん （秋 1ll)

100､000円 香典返しの一部

能
五
輪
全
国
大
会
で
は
、
悔
い
の
な
い

成
績
を
収
め
た
い

。
そ
し
た
ら
優

勝
、
も
う
感
激
で
す
凶
と
、
若
々
し
い

笑
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
赤
津
さ
ん
で
す
。

昨
年
十
二
月
に
、
東
京
の
本
社
で
、

会
社
へ
の
貢
献
を
高
く
評
価
さ
れ
、
社

長
技
能
賞
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
元
年
二
月
に
は
、
茨
城
県
知
事
か
ら

茨
城
県
の
名
声
を
高
め
た
と
表
彰
状
を

受
け
ま
し
た
。

「
毎
日
帰
宅
が
夜
十
時
過
ぎ
、
休
日
返

上
で
の
勉
強
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
自

分
の
夢
、
好
き
な
道
を
歩
め
た
こ
と
は

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
四
と
、
話
す
赤
津

さ
ん
、
今
年
は
趣
味
の
ス
キ
ー
に
三
回

行
け
た
こ
と
が
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
技
術
面
の
資
格
を
も
っ
と

取
得
し
て
、
先
輩
た
ち
に
追
い
つ
き
、

こ
れ
ら
の
賞
に
恥
じ
な
い
会
社
生
活
を

送
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ニゴ

－4月の納税一

鱒繍} '第】期’
国民年金 （4月分）

－5月1日(月)までです一

～人□と世帯～

前ノ1比

人L1 35｡213人 (+31)

男 17,342人 (+2)

女 17,871人 (+29)

世帯 10,730世帯(+16)

（平成元年3月1H現在）

編
集
後
記

今
年
は
、
市
制
施
行
三
十
五
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
高

萩
の
写
真
集
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

先
日
、
石
滝
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
昔

の
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

お
年
寄
り
の
知
恵
が
一
番
で
す
。

頼
り
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
声
を
よ
ろ
し
く
。
（
春
）

昨
年
四
月
に
広
報
へ
の
辞
令
を

い
た
だ
き
、
早
や
一
年
、
や
っ
と

係
長
と
仕
事
の
話
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ナ
ー
と
感
じ
て
い
ま

す
。
と
同
時
に
、
締
め
切
り
に
追

わ
れ
悪
文
の
は
ん
濫
…
：
・
・
よ
し

来
月
号
は
も
っ
と
し
っ
か
り
取
材

じ
ょ
う
ず

し
て
上
手
な
文
章
を
害
く
ぞ
／
、
と

毎
月
反
省
は
し
て
い
る
の
で
す
が

…
…
。
次
号
も
乞
う
ご
期
待
／
、
と

言
っ
て
み
た
い
。
（
ヒ
ロ
）

き
ま
し
た

写
真
集
の
発
行
に
は
、
灘
巴巴｢市政案内」は23 〃51 1152てす－ンサーヒス－テレフオ


